
紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事



建築物解体工事特記仕様書（２）

建築物解体工事特記仕様書（１）

建築物解体工事特記仕様書（３）

宿舎

宿舎

宿舎

宿舎

宿舎

宿舎(署長宿舎)

給水設備系統図

衛生設備1・2階平面図

衛生設備3階・塔屋平面図

衛生設備詳細図

換気設備1・2階平面図

宿舎 換気設備3階平面図

衛生設備平面図

配置図

宿舎 幹線・共同電灯設備　１・２階平面図

宿舎 幹線・共同電灯設備　３階・塔屋平面図

宿舎 分電盤結線図・照明器具参考姿図

宿舎 各戸　電灯・コンセント設備平面図

宿舎

宿舎

テレビ共聴・水道検針設備　１・２階平面図

テレビ共聴・水道検針設備　３階・塔屋平面図

拾得物倉庫

照明器具参考姿図

電灯・コンセント設備平面図

宿舎(署長宿舎)

宿舎(署長宿舎)

電灯設備平面図

配置図

自転車置場

1-14

1- 7

1- 5

撤去ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ求積図、平面図

地下浄化槽１

地下浄化槽２

地下排水槽

1-18 ゴミ保管庫移設

１～５号フェンス

1- 9

1- 8

1-11

1-8～ 18

1- 1

1-10

共有

区　分

共有

共有

共有

共有

共有

1-15-② コンクリート土間

1- 1

改修平面図、２・３階既存床伏図、改修天井伏図、既存１階床伏図　　

1- 2

1- 3

1- 2

1- 4

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

1-2.3.4

1- 2

1- 2

1- 6

同上

同上

同上

同上

同上

同上

共有

1- 1

同上

同上

同上

同上

同上

1- 2

同上

1- 4

共有

1- 1

同上

同上

同上

同上

同上

1- 2

共有

共有

共有

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－００図面リスト

タイトル

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事

タイトル　

宿舎　解体　仕上表

宿舎　基礎伏図、

宿舎　変更基礎伏図、

宿舎　１階柱断面表、

宿舎　梁断面リスト

宿舎　断面リスト

宿舎　階段配筋詳細図

　基礎詳細図

宿舎　案内図、配置図

(参考)　宿舎　既存仕上表１

宿舎　既存１・２階平面図

宿舎　既存３階・屋根伏図

宿舎　既存立面図

宿舎　

宿舎　既存展開図１

宿舎　既存展開図２

宿舎　既存建具ｷ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ、既存建具表

宿舎　既存建具改修　AW－4A・4B、M－1

宿舎　既存建具改修　PW－1・2・3　

矩計図平面図、立面図、基礎・小屋・屋根伏図、

既存断面詳細図

宿舎　既存平面詳細図

宿舎　１～３階ｷ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ

拾得物倉庫

宿舎

ボンベ庫

既存門扉

宿舎(署長宿舎)　仕上表、平面図、立面図、基礎・小屋・天井伏図

　既存展開図

平面図詳細図、矩計図宿舎(署長宿舎)　

宿舎(署長宿舎)　

平面図、立面図、基礎・小屋伏図、矩計図

外構撤去　平面図

仮設計画　平面図

(参考)仮設計画説明図山留め計画図

宿舎　既存　矩計図

物置

署長宿舎、物置、拾得物倉庫、解体仕上表　

図面リスト

アスベスト調査資料

杭引き抜き特記

解体後　敷地整地平面図

(参考)

(参考)　宿舎　既存仕上表２

(平成14年３月 竣工)

(平成14年３月 竣工)

物置

(平成14年4月 竣工)

(平成14年4月 竣工)

(平成14年4月 竣工)

宿舎(署長宿舎)　　既存建具ｷ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ、既存建具表

(参考)

矩計図平面図、立面図、基礎・小屋・屋根伏図、

３階柱Ｒ階梁伏図宿舎　２階柱３階梁伏図、

杭撤去伏図、

２・３階柱断面表

図面番号

図　面　リ　ス　ト

K D 0 - 0 0

図　面　内　容 図面番号

図　面　リ　ス　ト

図　面　内　容

K D 0 - 0 1

K S 0 - 0 1

K D 0 - 0 2

K S 0 - 0 2

K D 0 - 0 3

K S 0 - 0 3

K D 0 - 0 4

K S 0 - 0 4

K D 0 - 0 5

K S 0 - 0 5

K D 0 - 0 6

K S 0 - 0 6

K D 0 - 0 7

K S 0 - 0 7

K D 0 - 0 8

K D 0 - 0 9

K D 0 - 1 0

K D 0 - 1 1

K D 0 - 2 2

K D 0 - 2 1

K D 0 - 2 0

K D 0 - 1 9

K D 0 - 1 2

K D 0 - 1 3

K D 0 - 1 4

K D 0 - 1 5

K D 0 - 1 6

K D 0 - 1 7

K D 0 - 1 8

K D 0 - 2 6

K D 0 - 2 5

K D 0 - 2 4

K D 0 - 2 3

K D 0 - 2 9

K D 0 - 3 0

K D 0 - 2 7

K D 0 - 2 8

K D 0 - 3 2

K D 0 - 3 3

K D 0 - 3 1

K D 0 - 3 4

K E 0 - 0 1

K M 0 - 0 1

K E 0 - 0 2

K E 0 - 0 3

K E 0 - 0 4

K E 0 - 0 5

K E 0 - 0 6

K E 0 - 0 7

K E 0 - 0 8

K M 0 - 0 2

K M 0 - 0 3

K M 0 - 0 4

K M 0 - 0 5

K M 0 - 0 6

K M 0 - 0 7

K M 0 - 0 8

電気設備

機械設備

K E 0 - 0 9

K E 0 - 1 0

K D 0 - 3 5



物置1(宿舎用)１棟

物置2(署宿用)１棟

ボンベ庫(ＬＰｶﾞｽ収納)１棟

外構及び工作物他　一式

・　紫波警察署庁舎ほか解体工事に伴う
　　アスベスト含有分析業務報告書

８仕上表による

岩手県盛岡市川目2地割1番地3

1-9 1-10 地下排水槽地下浄化槽２地下浄化槽１1-8

紫波郡紫波町桜町字大坪51番２

建物解体工事

1- 2

1- 3

1- 4

1- 5

1- 6

1- 7

1- 1

1- 8～18

署長宿舎　1棟

自転車置場　１棟

拾得物 倉庫 23.18㎡

297.93㎡宿舎建物　 ＲＣ造３階建て

建築面積

RC杭300φ　杭引抜き1棟

木造平家建て(在来工法)　布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造 76.44㎡

木造平家建て(在来工法)　布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造 59.62㎡

木造平家建て(在来工法)　布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨造平家建て 布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造＋独立基礎 16.80㎡

木造平家建て(在来工法)　布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造 4.96㎡

9.53㎡

1- 19

仕上表

仕上表

地下浄化槽１、２　排水槽

1-11～17　

1-18 ゴミ保管庫移設

建物解体概要

４周　自立式鋼矢板打込み　山留め工法
地下浄化槽１、２

(鋼矢板自立　山留計算書提出のこと)

別図参照(　特記仕様書　意匠図　構造図　)

新築

2,372.87㎡

詳細は、図面番号 KD0-05よる

建築物解体工事特記仕様書

１．工事場所

３．工事種目

２．敷地面積

用途 構造・規模

Ⅱ　解体工事仕様

　　　官房官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通仕様書（建築工事編）

　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建

　　　標準仕様書」という。）による。

　　　　図面、本特記仕様書及び解体共通仕様書に記載されていない事項は、

　　　　　・　印と※　印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　　・　印の付かない場合は、※　印の付いたものを適用する。

　　　　　当該項目、当該図又は当該表を示す。

4）特記事項に記載の（  .  .  ）内表示番号は、標準仕様書の当該

項目、当該図又は当該表を示す。

　　　1）項目は、・　印の付いたものを適用する。

　　　2）特記事項は、・　印の付いたものを適用する。

　　　3）特記事項に記載の《  .  .  》内表示番号は、解体共通仕様書の

　　　　　当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　5）特記事項に記載の［　． .　］内表示番号は、改修標準仕様書の

　　　築工事編）（令和４年版）以下｢標準仕様書｣という。）及び「公共建

　　　築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修

　　　（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣（１）

（２） 本特記仕様書の表記

1

章

章

共

通

事

項　　目 特　記　事　項

２）本特記仕様書における「標準詳細図」とは次の基準を示す。

１）図面、本特記仕様書、解体共通仕様書、標準仕様書及び

改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

・公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

　建築工事標準詳細図（令和４年版）
国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課　監修

2.工事実績情報

１.適用基準

システムへの登録 

・適用する

・　　　　　　　　 

・                 

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象   アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

  クリソタイル、クロシドライト、トレモライト
分析方法

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル
採取箇所　　　・図示　　　

材　料　名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または JIS A 1481-3または

JIS A 1481-2 JIS A 1481-4

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

（1.1.4）

（1.2.3）１　報告に用いる書式等

※監督職員と協議による

3.工事の記録等

４.工事現場管理

に基づく要件を証明する資料を監督職員に提出する。

（1.3.1～1.3.3）

5.施工条件 （1.3.5）

6.発生材の処理 ・発注者に引渡しを要するもの

・工事用車両の駐車場及び資機材置場

・解体共通仕様書1.3.5以外の施工条件

・図示による　　・　　　

（1.3.10）

・適用する　・適用しない

7.石綿含有建材の
調査

　　って石綿を含有している吹き付け材、成形板、
　　建築材料等の使用の有無について調査する。

　　調査範囲（・　　　　　　　　・図示　　　　　　）

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によ

（1.4.1）

解体施工に携わる下請人について、「建設リサイクル法」

建設副産物対策等の責任者を選任して監督職員に報告する。

電気保安技術者

施工数量調査 （1.5.2）

調査報告書の提出部数　　・　2部　　・　　

8.施工調査

技能検定の作業の種別

と　び ・とび作業

技能士 （1.6.2）

職　種適用工事種別

仮設工事
配　管給・排水工事

植栽工事 造　園 ・造園工事作業

・建築配管作業

9.施工

・　
・　
・　

10.工事検査 技術検査
工事施工途中の技術検査の実施

・行わない
・行う（・実施回数等は発注者の指示による　・　　　　　）

（1.7.2）

　 の対策

騒音・粉塵等の対策

※防音パネル　　

・　防音シート

設置範囲及び高さ ・図示による

（2.2.1）1.騒音・粉塵等

2.足場等

設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行

工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)

　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の

手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場　・枠組足場　　　・単管足場

（2.2.2）

3.仮設物

・設ける（規模、仕上、備品及び数量等は現場説明書による）

・設けない

（2.3.1）監督職員事務所

5.工事用電力用水 工事用水 （構内既存の施設）

・利用できる（・有償　　・無償）　・利用できない

工事用電力（構内既存の施設）

・利用できる（・有償　　・無償）　・利用できない

鋼矢板等の抜き後の処理　

（2.4.3）（3.9.1）
山留め

・設ける（設置範囲、工法、仕様、深さ等は図示による）

・直ちに砂等で充填する

4.山留め

1.事前措置

・解体共通仕様書3.2.1（コ）による事前措置を行う

浄化槽、排水槽等 （3.2.1）

オイルタンク等

・解体共通仕様書3.2.1（サ）による事前措置を行う

2.解体方法
解体の方法 ・手作業

・手作業及び機械による作業

3.基礎及び杭
杭の解体 　・行う（・杭頭から　 ｍまで　・全長）

杭の種別、径、長さ、撤去範囲等 ・　図示による

杭の解体方法 ・引抜き工法（　　　　　　　）
・粉砕による解体 ・図示による

・直ちに砂等で充填する

引抜き後の処理　

（3.9.1）

4.工作物等
解体する工作物等

解体範囲、構造、仕様、寸法等

・　

・　

・　 ・図示による

・図示による

・図示による

・図示による

名　　称

（3.10.1）

5.構内舗装、樹木等 （3.11.1）
・構内舗装の解体

・コンクリート舗装
・アスファルト舗装

・　
解体の範囲、仕様、寸法等 ・図示による

樹木の伐採抜根及び移植

・行う（範囲、樹種、寸法、移植場所等：図示による）

6.地下埋設物

　 埋設配管 地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（範囲、種別、仕様、寸法等：図示による）

（3.12.1）

（3.13.1）
解体後の埋戻し及び盛土

　　　　整地高さ

　　　　埋戻し及び盛土の材料

　　　　　・ 山砂の類(購入良質土)

　　　　　・ 他現場の建設発生土の中の良質土

　　　　　・ 再生コンクリート砂

　　　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締

　　　　　・ 現状ＧＬ　・ 図示による

　・行う

　・荒整地のみ行う

　・行わない

章

7.解体後の整地

・　金属類、・　PCB含有物　　

・図示による

・工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

　　　　め固めること。

・水銀使用ランプ

・硬質ポリ塩化ビニル
管・継手

・ガラス

再資源化
の有無

・する
・しない

・適用可（縮減する）

建設廃棄物の種類 再資源化施設の名称等（参考）

・する
・しない

・する
・しない

種　　類 利用する用途、箇所等

場合は、標準仕様書表22.3.1によることとし、すりへり減量(JIS A 1121)
を50％以下とする。

※鉄筋コンクリートを現場で破砕し、再生クラッシャランとして利用する

再資源化して現場利用する建設廃棄物

処理施設の名称等廃棄物の種類

広域認定廃棄物の活用
（4.4.2）2.産業廃棄物

3.最終処分場 （4.4.3）
※処分施設は受注者の選定により、施工計画調査により監督職員に報告する。

廃棄物の種類 処分施設の名称等（参考）

・　安定型最終処分

廃棄物の種類 処分施設の名称等（参考）

4.処理に注意を要
する建設廃棄物

（4.5.1）

章

5

・縮減しない

・管理型最終処分

木材を指定建設資材廃棄物として縮減（焼却等）する場合

広域認定制度

参考：ヒ素・カドミウム含有石膏ボード （2019年9月時点）

1，タ イガーボード　小名浜吉野（株）いわき工場

2，アドラせっこうボード　日東石膏ボード（株）八戸工場

昭和48年3月～平成9年4月製造

・石綿非含有石膏ボード及びヒ素・カドミウム非含有石膏ボードの処理

・再資源化施設で再資源化する

・管理型最終処分場で埋め立て処分する

平成4年10月～平成9年4月製造

・　

廃棄物の種類

・CCA処理木材

含有せっこうボード
・ヒ素・カドミウム

処理施設の名称等（参考） 備　考

・ 製造業者による処分

・ 管理型 最終処分場

・コンクリート

・コンクリート及び
鉄から成る建設資材

・アスファルトコン
クリート

・木材

・金属類

・小型二次電池

中間処理施設又は

再資源化する建設廃棄物の処理施設名称

再資源化施設の名称等（参考）

（4.4.1）
１.再資源化

建
設
廃
棄
物
の
処
理

4

受注者の選定により、施工計画書により監督職員に報告する。

・　

特別管理産業廃棄物 使用箇所

特別管理産業廃棄物の調査に基づき処理計画を定め、施工計画書を

監督職員に提出する。

・　

2.特別管理産業 (5.4.1)

廃棄物の処理

・微量PCBの分析調査

PCBを含む機器類の処理

・行う

・分析調査

（調査材料名：図示　　調査個所：図示　）

（調査材料名：図示　　調査個所：図示　）・行う

PCB含有シーリング材の処理

・撤去箇所、範囲等は図示による。

廃油の処分方法

・焼却処分

・中間処理施設で再生処理

・中和処理

廃酸、廃アルカリの処理

・焼却処分

・中間処理施設で再生処理

ダイオキシン類の処理

・適用する　・適用しない

サンプリング調査の適用

解体及び処分方法

・分析調査 ・行う

・行わない

種類、製造所、製造年、型式等等

1.施工計画調査 （5.1.2～3）

※本特記仕様書で記載する各種処理施設名称は参考であり、採用については

※本特記仕様書で記載する各種処理施設名称は参考であり、採用については

・関係法令の基づき施工計画書を作成の上、監督職員に提出する。

受注者の選定により、施工計画書により監督職員に報告する。

建設廃棄物の種類

Ⅰ．工事概要

・杭伏図　特記による。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

・隣接する紫波警察署業務に支障の無いように解体工事を行うこと。

延べ面積

・　

４．工事内容

㈲古川重機　

佐藤興産　

佐藤興産　

石膏ボード類

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材(ｶﾞﾚｷ) 樋下建設　

・                 埋設物試掘調査　　　 地下埋設工作物の位置確認を目的とする。　　

・　 ・　図示による

・外壁　ＧＬから外壁上端まで

ＫＤ０－０１
特記仕様書（１）
建築物解体工事

23.18㎡

84.99㎡

59.62㎡

739.23㎡

16.80㎡

4.96㎡

9.53㎡ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造　布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造

㈲古川重機　

㈲古川重機　

・仮眠室棟基礎残土 浄化槽１解体後の埋戻し土　

奥州市江刺岩谷堂字大沢田113いわてクリンセンター　

いわてクリンセンター　奥州市江刺岩谷堂字大沢田113

調査範囲に　・　解体範囲全て（解体前、解体後）
調査方法に　・　設計数量表及び設計図面との照合（解体前）
・　全引抜杭長さ検尺（杭解体後）
・　その他部位マニュフェスト一覧数量計算書作成（解体後）

岩手県盛岡市川又字赤坂12番161

岩手県盛岡市川又字赤坂12番161

岩手県盛岡市川又字赤坂12番161

岩手県盛岡市乙部5地割320-1

既製品鋼製物置延べ面積　6.73㎡×２棟
仮眠室棟　鉄骨造平家建て　　布基礎コンクリート造　１棟

13.46㎡
54.09㎡

13.46㎡
54.09㎡

２　工事写真　

建築工事　写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック(令和５年版)による。

　　　　　・ 山砂の類

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図

参考　　宿舎　階段室天井吹付アスベスト含有塗材撤去前仮設状況
　　　　宿舎　階段室天井吹付アスベスト含有塗材撤去完了後の撤去状況
　　　　

杭及び基礎撤去後孔等埋戻し材料確認

整地出来形レベル確認

杭引き抜き工事　杭撤去後の寸法・数量、検尺確認

建築物石綿含有建材調査者が調査箇所選定する。



撤去前に内容物（発電設備燃料等）の回収を要する機器、配管等の処置

・事前に回収し、洗浄等の処置を行う

2.撤去

（地下埋設物、埋設配管を含む）

する。

これ以外の配管配線、機器類はコンクリート及び配管配線、

機器類はコンクリート及び内外装材と同時に解体してよい。

　※ 下記の廃棄物等及び機器類は内外装材の解体前に取外し回収

　※ 図示された機器類、配管配線、ケーブルの解体を行う。

　　１）廃棄物等　

再資源化を図るもの

・ 小型 二次電池

・ 蛍光ランプ及びＨＩＤランプ（水銀リサイクル共）

・　

特別管理産業廃棄物

・ アスベスト含有材（ ・　　　　　　　　　　　　）

・ ＰＣＢ含有機器（・蛍光灯安定器 ・変圧器 ・　　　　）

特殊な建設副産物

・ イオン化式感知器

・ 六ふっ化硫黄(SF6)ガス（・ガス絶縁開閉器 ・　　　）

２）機器類

・ 直流電源装置

・ 発電装置

・　

※特記なき部分は建築物解体特記仕様書と併せて適用する。

1.一般事項

・ 廃油　（・発電機　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 廃アルカリ（ ・アルカリ蓄電池　・ニッケル水素電池 )

・ 受電装置

1．撤去仕上表

負
圧
除
塵
装
置
の
稼
働

保
護
衣

呼
吸
用
保
護
具
着
用

是
正

①　事前調査の実施

1)工事計画・要領書の準
2)必要機器・資材の調達

②　事前調査結果の表示

1)除去工事実施の表示
2)除去工事前の粉塵測定

③　仮設足場の組立て

1)作業ブース及びブース内に必要
　に応じて仮設足場を設置する。
2)各階作業場所も同様とする。

④　管理区域の養生

⑤　各設備・機材の設置

1)除去部へ湿潤材を散布
2)集塵装置付きディスクグライン
　ダーでの除去作業

作業中は飛散有無の確認
　(デジタ ル粉塵計使用)
　作業中は常に湿潤材を散布する。
　電動ガン又は噴霧器を使う。
　※飛散が確認された場合は直ちに
　作業を中止し、固化材を散布

1)真空掃除機及び
　ディスクグラインダーの設置
　作業前点検を行い、確認次第
　作業場所に機器を設置する。

2)薬剤噴霧装置の設置
　ｴｱﾚｽｽﾌﾟﾚｰにて湿潤材の散布

⑥　内壁塗材の除去

1)作業場内の清掃
2)床養生シート面への固化処理

3)除去面への固化剤の散布
4)使用工具等の清掃・搬出
工具等は使用後点検を実施し、
点検表に記入し搬出する。

1)真空掃除機内の
　廃棄袋の回収及び袋詰め
2)除去時湿潤材散布
3)除去後は固化処理(固化材)

4)廃石綿用に2重梱包する。

※事前調査を実施する資格を
有する者による確認
1)撤去/運 搬/袋詰状況確認
2)上記完了状況の確認

⑦　内壁塗材の密閉処理

⑪  ２重梱包材(廃石綿袋)搬出

1)養生解体・各設備、機材
　施設内の工事後清掃/測定

1)クリーンルームを設置していた
　場所にて粉塵測定を実施

⑭　仮設足場の撤去

⑫　仮設足場の解体・その他の清掃

⑧　作業主任者巡回

⑨　清掃/資機材撤去

⑩　養生解体前の粉塵測定

1)保管庫内の廃材を運搬車両へ
　積込指定処分場へ搬出する。
2)搬出後保管庫は解体する。

　足場組み立てと同様、周辺機器に
　注意して足場解体を行う。
　後に現場周辺の清掃を行い、最終
　処分場に適正処分する。

⑬　工事完了後の粉塵測定

1)不要な資機材等を撤去する。

工事計画フロー(参考)

濃度測定
6

章

１.石綿粉じん

・石綿粉じん濃度測定

処理作業中

測定9

測定8

測定7

測定5

処理作業室外

処理作業後

（ｼｰﾄ養生中）

処理作業後ｼｰﾄ

撤去後1週間以降 調査対象室外部の

処理作業室内

・　処理作業室内

測定箇所数

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の

処理作業室内測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

適用
測定

集じん・排気装置

測定4

・ 計　　点

出口吹出し風速

・

・

・

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

名称

の排出口（処理作

付近

1m/sec以下の位置

・施工区画周辺

付近

セキュリティ ・ 計　　点

ゾーン入口

業室外の場合）

測定6

・敷地境界

測定時期、場所及び測定点

測定時期

（6.1.3）

測定方法

・自動測定器による測定

・測定４

・測定５

測定方法測定名称

メンブレンフィ 試料の吸引流量 試料の吸引時間 

25

測定名称
ルタ直径(㎜)  (L/min) (min)

25

47

5

10

10

30

120

240

・JIS K 3850-1に基づいた測定

 ・測定 

・

 ・測定 

・

・

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子

自動測定器（リアルタイムファイバー

モニター）等の粉じんを迅速に測定で

きる機器を用いた測定

 ・測定５ 

 ・測定 

・測定４ 

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　※湿潤化　　・固形化

・埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有吹付け材等の処分

除去対象範囲　　・図示による　

・埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有保温材等の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　※湿潤化　　・固形化

除去対象範囲　　・図示による　

2.石綿含有建材

の除去

・石綿含有吹付け材の除去 （6.3.2～3）

除去工法　　　　※6.3.2(1)による　・　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有保温材等の除去

除去工法　　　　・切断又は破砕して除去　・手ばらし　

（6.4.1）

（6.5.1）（6.5.3）

除去対象範囲　　・図示による

飛散防止の養生
・行う（・養生シート　・　　　　　　）

・行わない

　※埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有成形板等の除去

除去した石綿含有成形板等の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・埋立処分（安定型最終処分場）

・石綿含有せっこうボード

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等

・石綿含有仕上げ塗材の除去

石綿含有仕上げ塗材の除去工法

・高圧洗浄工法
・電気グラインダー工法（・湿潤化　・　　　）

・ 埋立処分（管理型 最終処分場）

・　　

（6.6.1～6.6.4）

除去対象範囲　　・ 図示

使用箇所

監督職員に提出する。

・分析調査 ・行う

・行わない

1.　施工計画調査

章

石

綿

含

有

建

材

の

除

去

等

7 （7.1.3）

特殊な建設副産物

・フロン、ハロン

・PFOS

・六ふっ化硫黄ガス

・特定化学物質

2.特殊な建設副産物
の処理等

特殊な建設副産物

処理等 （7.3.1）

・冷媒フロン

・建材用断熱フロン

・ハロン

・イオン化式感知器

・六ふっ化硫黄ガス

・PFOS

・特定化学物質

・　

処理及び回収等

※登録を受けた回収業者に回収委託

※焼却による破壊処理可能な処理施設

※ハロン消火設備設置業者等に処理委託

※法令に基づき製造業者等に処理委託

※製造業者等に処理委託

※廃棄物処理業者に処理委託

※関係法令に基づき、処理業者に処理委託

特

殊

な

建

設

副

産

物

の

処

理

除去した石綿含有仕上げ塗材（汚泥）の処理

種類、製造所、製造年、型式等等

特殊な建設副産物の調査に基づき処理計画を定め、施工計画書を

電

気

設

備

集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

・　含有建材は、仕上表の特記による。

・　　集じん装置付き超高圧水洗工法

　・　関係諸官庁への届出・関連法令を遵守し飛散防止に努める。処分は適切に行うこと。

　・  施工前確認事項
　1. デスクグラインダー（下地コンクリート面に達するまで完全に除去できるか）
　2. 養生内での使用による有機溶剤中毒等の恐れ（換気、防護マスク着用の検討）
　3. 臭気の影響
　4. 作業性など

　・  施工共通事項

　1. 石綿作業主任者・除去作業者・特別管理産業廃棄物管理責任者を選定すること。

　2. 大防法・安衛法及び石綿則に定める表示および掲示を行う。
　3. 作業に応じた適切な呼吸用保護具及び保護衣・作業衣の着用。
　4. 事前調査・作業記録 は保存すること。

　・  養生
　1. 隔離工法としない（剥離剤使用により）

　2. 解体足場（各段）に養生シート（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｰﾄt=0.15）のほか、足場上部も

　3. 足場下部には、シート（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｰﾄt=0.15）+ラワン合板t=5.5を敷き飛散防止を図る。
　4. 施工区から外に出る際は、作業着に付着している可能性がある粉塵を除去する計画を

　・その他

　1. 集積袋は、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製（t=0.15mm以上）または同等品以上とし、二重袋詰めとすること。

  2. 袋には石綿廃棄物（特別管理産業廃棄物）及び取扱注意事項を明記すること。
  3. 特記仕様書に明記してある大気分析を実施すること。

　・　施工手順は、、監督員の承諾を得る事。

養養生シートで飛散防止を図る。

すること。

1)床養生
　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ２枚重(t0.15㎜以上)
2)設備養生
　使用機材等の養生
3)見直し
　養生完了後に穴や、やり残し等が
　無いかを最終確認する。

ＫＤ０－０２特記仕様書（２）

建築物解体工事

1

1

1

1

1

2

1

1

・

・

・　階段室１箇所についての測定箇所 測定箇所　(８箇所　９地点)

階段室全体　除去工事　　検体数　９地点×２箇所　=　1８地点　

署長宿舎壁除去工事　全体　施工中　外部１箇所＋中１箇所　合計２検体　

石綿粉じん濃度測定　レベル３

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図



ＫＤ０－０３
特記仕様書（３）
建築物解体工事

配管種別 配　　　管　　　材　　　料

空気調和

配管種別（既設配管）

・　冷温水、冷却水

・　ドレン管

・　油

・　蒸気

・　冷媒管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

・　冷媒用被覆銅管

（１）共通

・　保温種別　（　・　ロックウール保温材　・　グラスウール保温材　・　ポリスチレンフォーム保温材　・　化粧ケース（樹脂製））

・　ダクト種別　（・　亜鉛鉄板　・　鋼板製　）

・　衛生器具　（　・　陶器製　　・　ＳＵＳ製　）

撤去内容

・　図示された、機器・ダクト・配管の撤去を行う。

・　ダクト付属品・配管付属品は、ダクト・配管と一体で撤去してよい。

・　コンクリート埋設部及び土間部の配管は建物と一体に撤去してよい。

・　オイルタンク ・　オイルタンク本体は、掘り起こし撤去とする。

・　オイルタンクの用途廃止に係る安全管理指針に基づき撤去する。

・　オイルタンク掘り起こし後は、現場発生土にて埋め戻しとする。

・　浄化槽、排水槽

・　浄化槽掘り起こし後は、現場発生土にて埋め戻しとする。

・　浄化槽掘り起こしに伴う掘削工法は、法付け工法とする。

・　屋外設備 ・　配管土工事は本工事とし、掘り起こし後は現場発生土で埋め戻しとする。

・　屋外給水配管の埋設深さは６００Ｈとする。

・　屋外ガス配管の埋設深さは６００Ｈとする。

・　桝掘り起こし後は現場発生土で埋め戻しとする。

数量φ 設置場所 備　　考Ｖ記号 Ｋｗ機　　器　　仕　　様機器名

撤去する機器表

※ 機器内部にアスベスト等含有している可能性がある機器は製造メーカーに確認し、監督職員に報告する。

・　屋内給水管

・　屋内給水管

・　屋外給水管 ・　水道用硬質塩化ビニル管（ＶＷ）　・　ポリエチレン管　・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

給水

給湯 ・　給湯管

・　汚水管

・　給湯管

宿舎　・　ＳＵＳ管　

所長公舎　・　ポリエチレン粉体ライニング鋼管　

・　排水用鋳鉄管　・　塩ビラインニング鋼管　・　鉛管　・　ビニル管（ＶＰ）

排水

ガス

・　雑排水管

・　通気管

・　屋外排水管

・　屋内ガス管

・　屋外ガス管 ・　ガス用ポリエチレン管　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　コンクリート管　・　ビニル管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　ポリエチレン被覆鋼管

・　雑排水管

宿舎　・　ＳＵＳ管　

宿舎　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　ビニル管（ＶＰ）

所長公舎　・　銅管　

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　ビニル管（ＶＰ）

所長公舎　　・　ビニル管（ＶＰ）

※特記なき部分は建築物解体特記仕様書と併せて適用する。

吸収冷凍機、吸収冷温水機等の撤去前に臭化リチウム水溶液の抜き
取りを行う。ただし、抜取費用は（・本工事　・別途）とする。

・廃酸・廃アルカリ処分

・ダイオキシン類処理
焼却炉等の撤去前に残灰よりサンプリング調査を行い、監督職員に
報告する。ただし、サンプリング費用は（・本工事　・別途）とする。

・廃油処理
オイルタンク、サービスタンク、油配管等は撤去前に内部清掃を行う。
ただし、内部清掃、洗浄油の回収費用は（・本工事　・別途）とする。

・冷媒（フロン類）の回収

修標準仕様書第３編2.4．3により適切に行うこと。
冷凍機、パッケージ形空気調和機等の撤去に伴う冷媒回収方法は、改

ただし、家電リサイクル対象機器は除く。冷媒回収の費用は（・本工
事　・別途）とする。

・家電リサイクル

なお、冷媒回収はポンプダウン方式とす
る。（リサイクル料金は本工事に含む）

・汚泥、汚水処理
浄化槽及び排水槽内は汚泥・汚水を汲み取り、内部清掃を行う。
ただし、汚泥・汚水・清掃洗浄水の回収、処分費は（・本工事・別途
）とする。

・屋外設備

・給水装置

・敷地内第１弁を閉としプラグ止めの上、埋設標示杭設置とする。
・本管にて閉栓とする。

・排水設備

・本管にて閉止とする。
・公設桝にてキャップ止めとする。　

・都市ガス設備
・本管にて閉栓とする。
・敷地内第１弁を閉としプラグ止めの上、埋設標示杭設置とする。

1．一般事項

等の処置

・事前に回収し、洗浄等の処置を行う

・　

・貯油槽

・給水装置

・排水設備

・都市ガス設備

・ボイラー

・浄化槽

・昇降機

種　　別 手　続　等

※廃止届

※廃止届

※廃止届

※廃止届

※廃止届

※廃止届

※廃止届

・撤去前に内容物（冷媒・吸収液・廃油等）の回収を要する機器、配管

・官公署への手続き等
工事の着手、施工にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な
手続等を遅延なく行う。

2，撤去

・石綿含有製品処理
ダクトフランジパッキン及び配管エルボ部保温材の処理方法は、以下
による。　撤去する長方形ダクトのフランジ部、配管のエルボ・チー

後を切断し、他のダクト・配管とは別に廃棄を行う。
ズ部に含まれる石綿を処分するため、フランジ・エルボ・チーズの前

※配管、ダクト以外の解体方法は、関連する官公署、石綿作業主任者
などに確認し法令に従い適切に処理を行うこと。

ダクトフランジ部撤去参考詳細図　

石綿含有ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ
ﾀﾞｸﾄ切断部

約100約100

１．ダクトの切断に当たり飛散防止処置として、フランジ部を飛散抑制剤

の塗布又はテープ貼りを行う。

２．フランジ部両側約１００ｍｍの箇所において慎重に切断する。

３．ダクト片側の切断終了後、フランジ部内部を外面同様、飛散防止処置

として飛散抑制剤の塗布又はテープ貼を行い、もう片側の切断を行う。

理とする。

４．切断したフランジ付ダクトは、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処

・図示の位置でキャップ止めとする。

・図示の位置でキャップ止めとする。

機
械
設
備

配管エルボ・チーズ部撤去参考詳細図　

保温材

配管切断部

配管切断部

石綿含有保温材
100

10
0

保温材

配管切断部
配管切断部

配管切断部

石綿含有保温材
100 100

10
0

１．配管の切断に当たり飛散防止処置として、保温材部を飛散抑制剤の

塗布又はテープ貼を行う。
２．保温材部両側約１００ｍｍの箇所において慎重に切断する。

する。
３．切断した保温付配管は、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処理と

※ ダクトフランジ部の撤去に先立ち、フランジ部１箇所につき

２箇所切断する。

石綿含有設備資材撤去リスト

ダクトフランジ部

（ダクト板厚）
寸　　法種　　類 箇　所 備　　考

※別紙機器表・器具表による

対象機器は とする。図示の

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図



意匠図 ＫＤ０－０４A1　1/200
A3　1/400

図面番号区　 分 縮尺 図面内容
年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事 アスベスト調査資料

　アスベスト調査資料　　総括表　

(注1) 部位欄の「天井」表記は天井仕上げ材および天井裏の見上げ上階の床下も兼ねている。

(注2) 国土交通省「目で見るアスベスト建材（第2版）」を参照。

(注3) 想定されるレベルを必ず記載。レベルの定義は建設業労働災害防止協会編「石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止

マニュアル」

（平成24年12月22日）に掲載されている分類による。石綿含有建材ではない場合「-」と必ず記入する。
(注4)

「劣化なし」、「やや劣化」、「劣化」の3段階で評価する。

軒天 白セメント吹付 - 目視・採取 - 無検出 7 -
宿舎棟

外部
54 ① 軒天

宿舎棟

外部
55 ② 外壁 外壁南 吹付リシン - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

外部
56 ③ 外壁 外壁東 吹付リシン - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

外部
57 ④ 外壁 外壁北 吹付リシン - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

外部
58 ⑤ 外壁 外壁西 吹付リシン - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

外部
59 ⑥ 袖門 袖門 吹付タイル - 目視・採取 - 無検出 11 左側クリーム色系

宿舎棟

外部
60 ⑦袖門 袖門 吹付タイル - 目視・採取 - 無検出 11 右側黒色系

宿舎棟

１階
61 ⑧ 階段室 天井 吹付リシン 3 目視・採取 やや劣化 クリソタイル 7 下地調整塗材から検出

宿舎棟

１階
62 ⑨ 8号室 ホール 壁 プラスター塗 - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
63 ⑩ 8号室 ホール 天井 化粧石膏ボード - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
64 ⑪ 8号室 脱衣室 床 塩ビシート - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
65 ⑫ 8号室 脱衣室 壁 化粧スレート板 3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 7 -

宿舎棟

１階
66 ⑬ 階段室 壁 仕上塗材 - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
67 ⑭ 8号室D.K 壁 塗材 - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
68 ⑮ 8号室 和室4.5帖 壁 プラスター塗 - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎棟

１階
69 ⑯ 8号室 和室4.5帖 天井 杉柾石膏ボード - 目視・採取 - 無検出 7 -

宿舎 物

置
70 ⑰ 屋根 屋根

アスファルト

フェルト
3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 8 -

宿舎 物

置
71 ⑱ 外壁 外壁

センチュリー

リシン
- 目視・採取 - 無検出 8 -

署長宿舎

外部
72 ⑲ 軒裏 軒裏 大平板 3 目視・採取 劣化なし

クリソタイル、

アモサイト
9 -

署長宿舎

外部
73 ⑳ 軒裏 軒裏

ケイ酸カルシウ

ム板
- 目視・採取 - 無検出 9 -

署長宿舎

外部
74 外壁

センチュリー

リシン
- 目視・採取 - 無検出 9 -

署長宿舎

１階
75 壁 塗材 - 目視・採取 - 無検出 9 -

署長宿舎

１階
76 天井 石膏ボード - 目視・採取 - 無検出 9 -

署長宿舎

１階
77 天井 大平板 3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 9 -

署長宿舎

１階
78 天井 吸音ボード - 目視・採取 - 無検出 9 -

署長宿舎

１階
79 壁 京壁 3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 9 黄色系

署長宿舎

物置
80 屋根

アスファルト

フェルト
- 目視・採取 - 無検出 10 -

取得物

倉庫
81 外壁

センチュリー

リシン
- 目視・採取 - 無検出 8 -

取得物

倉庫
82 軒天 スレート板 3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 8 -

ボンベ庫 83 屋根
スレート波板・

小波
3 目視・採取 やや劣化 クリソタイル 10 -

ボンベ庫 84 外壁 吹付リシン - 目視・採取 - 無検出 10 -

署長宿舎

１階
85 壁 京壁 3 目視・採取 劣化なし クリソタイル 9 緑色系紙材から検出

宿舎棟

１階
86 天井裏 木毛板 - 目視・採取 - 無検出 7 -8号室 和室4.5帖33

和室6帖32

外壁31

屋根30

軒天29

外壁28

 屋根27

 和室4.5帖26

 ホール25

洗面脱衣室24

 便所23

台所22

 外壁21

■今回採取個所

棟
通し

番号
部屋名、機器 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 分析結果

参照

頁
備考

例)○棟 - 地下機械室､､廊下､… (注1) (注2) (注3) 目視・採取 (注4) 有無、種別
個票

頁数 現場の特異性等

凡例

今回アスベスト検出部分を示す。

　宿舎　

　宿舎(署長)　



紫波中央駅

●紫波第一中学校

●紫波運動公園

●紫波消防署

●紫波警察署

北
上
川

北
上
川

国
道
４
５
６
号

国
道
４
号

国
道
４
号

国
道
４
５
６
号

至花巻

至盛岡

●紫波総合高校

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

ボンベ庫(ＬＰガスプロパン収納)　　　　１棟

地下浄化槽１

地下排水槽

(旧庁舎用)

(旧宿舎用)

(旧宿舎用)

目隠しフェンスH1,500　基礎ブロック　120×350×H550　撤去・処分

ネットフェンスH1,200　撤去・処分

ネットフェンスH1,500　基礎ブロック　120×300×H550　撤去・処分

地下浄化槽２

側溝(落蓋式250側溝　蓋鋼製グレーチング　受枠共)　撤去・処分

門扉　アルミ製両袖アコーデオン式門扉(下端レール)H=1,250

鉄筋コンクリート土間　厚120　(元焼却炉架台)

アスファルト舗装　厚50　カッター入れL=32,000

アスファルト舗装　厚50　撤去・処分

物置１(宿舎用)　　１棟

物置２(署長宿舎用)　　１棟

※　地下試掘にて位置確認

目隠し部H=900　角波カラー鋼板(ｱ)0.4　張り

ネットフェンスH1,500　基礎ブロック　120×300×H550　撤去・処分

歩車道境界ブロック　150/170×H200　撤去・処分

鉄筋コンクリート土間　厚120　(元焼却炉架台)

ゴミ保管庫移設(指定場所)　既製品鋼製物置　W2,940×D1,530×H2,085

庭木　伐採・伐根・処分

仮囲い　K-②-２

仮囲い　K-②-２

M603
M510R623

M626

X702

M634

20.0005.359

15.201

83.824
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51-7

51-7
（紫波町道）

（水路）

▲

既存出入口

KBM.2

国
道
４
号
線

水路

既存車庫

電柱

電柱

標識
電柱

街路灯

電柱

電柱

2-2. 交通課

2-12. フェンス

フェンス

2-15. フェンス

2-1.

庁　舎

非常電源盤

配管ピット　側溝300

ネットフェンス基礎

オイルタンク

室外機

雨

2-8. 正門

引込柱

駐車スペース

量水器

2-5.
地下タンク

2-7. 

2-10. 

4号線門

2-13. 掲示板

2-14. フェンス

旧紫波消防署跡地

室外機

外灯

ガソリントラップ

Co

Co
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H

Co
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M

M

道

（紫波町道）
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道
路
境
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鉄筋コンクリート土間　厚120
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Co

宿舎　
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1- 1

1
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　宿舎　案内図　

柱@2,000　(基礎上切断後　錆止め塗装)

W1,750×D1,570

W2,000×D1,500

1-11-2

1
-
11
-
1

1- 2 署長宿舎　

1- 5

1- 6

1- 7

1- 8

1- 9

自転車置場　１棟

1-10

1-11

1-12

1-13

　解体工事概要　

1-14

1-15-①

1-16

　配置図　S= 1 / 2 0 0　

伐根１

鉄筋コンクリート造　３階建て　高架水槽

コンクリート杭(300φ×6,000)基礎　引抜き撤去・処分

12戸

延べ面積　　739.23㎡建築面積　　297.93㎡

１階242.81㎡　２階242,81㎡　３階242.81㎡　PH階10.80㎡　

宿舎建物　 一式

木造平家建て(在来工法)　布基礎コンクリート造

建築面積84.99㎡ 延べ面積　　76.44㎡

1棟

1- 3

木造平家建て(在来工法)　布基礎コンクリート造

建築面積　　59.62㎡ 延べ面積　　59.62㎡

1- 4 拾得物 倉庫

木造平家建て(在来工法)　布基礎コンクリート造

建築面積　　23.18㎡ 延べ面積　　23.18㎡

鉄骨造平家建て　　布基礎コンクリート造＋独立基礎

建築面積　　16.80㎡ 延べ面積　　16.80㎡

木造平家建て(在来工法)　布基礎コンクリート造

建築面積　　4.96㎡ 延べ面積　　4.96㎡

コンクリートブロック造平家建て(屋根波形スレート)　布基礎コンクリート造

建築面積　　9.53㎡ 延べ面積　　9.53㎡

上屋壁ＣＢ造屋根ＲＣ造平家建て　 W1,900×D1,700×H1,900

地下ＲＣ造 W5,190×D5,080×H3,750

地下ＲＣ造 W5,190×D5,080×H3,750

W4,380×D2,000×H3,600地下ＲＣ造

1-15-②

1-17

1-18

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

1-19 仮眠室棟・物置　新築(別図参照) 延べ面積　67.55㎡

1-19

１号

２号

３号

４号

１～９号縁石

意匠図 ＫＤ０－０５
配置図 A1　1/200

A3　1/400
宿舎　案内図、

参考　仮囲い　

※　地下試掘にて位置確認

※　地下試掘にて位置確認

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

レール基礎撤去後、購入良質土にて現況ＧＬまで埋め戻し

　伐根部分の敷き均し整地

発生土　→　1-8　浄化槽撤去後の埋め戻し土とする。(15.70m3)　

1-11-5

ネットフェンスH1,500　５号

1- 1

(Hは参考)

(Hは参考)

(Hは参考)

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

※１　仮囲図は参考

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

※全て・撤去処分（残置する一部の仮囲いを除く）

表示看板及びコンクリート基礎撤去処分1-14-1

ネットフェンスH1,500　撤去・処分５号

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

解体後整地高さ
KBM.1-380

解体後整地高さ
KBM.1－380

N

歩車道境界
ブロック

歩車

AS AS

歩車道境界
ブロック

･-1085

歩車道境界
ブロック

歩車道境界
ブロック

歩道歩道

歩車道境界ブック
(上端の高さ舗装面高さ)

水路上

KBM.1.-200

KBM.1.-380

KBM.1.-400

KBM.1.-200

解体後整地高さ　KBM.1-380

KBM.1.-380

KBM.1.-500

KBM.1.-500

KBM.1.-500

KBM.1.-500

KBM.1.-995

･10

･-20

･-945 ･-1190

Ｎ

1-14-1　看板及び基礎　撤去・処分

軽量S造 1F
54.09㎡

その他建築物

新築
物置1

6.73㎡

6.73㎡

新築仮眠室棟

新築
物置1

KBM.1+0



有ﾚﾍﾞﾙ３

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

有ﾚﾍﾞﾙ３

対象外

対象外

対象外

対象外

無し

対象外
調査分析箇所

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外 対象外

有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所 有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

①    宿　　舎　　　主要用途　　　共同住宅
　　　構造種別　　　鉄筋コンクリート造　地上３階建
　　　延べ面積  　　739.23　㎡

階

主要用途　　　物置

構造種別　　　木造　平家建

延べ床面積　　39.74㎡　(12.02坪)

設　　計

外部仕上表

仕上

R1　屋根

竣工･改修年度

紫波署　宿舎棟

(S50年)1975

工事経歴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 　備　　考

(H12年)2000

H1　破風 設　　計 1974 (S49年)

(S49年)設　　計 1974

1974設　　計 (S49年)

(H12年)2000劣化改修

1974 (S49年)設　　計

室 名 改修経歴 床
アスベスト
含有建材

巾木
アスベスト
含有建材

アスベスト
含有建材

天井
アスベスト含
有建材

廻縁 アスベスト
含有建材

備考
アスベスト
含有建材壁

設　　計

設　　計

設　　計

H13改修

H13改修

H13改修

H13改修

H13改修

H13改修

H13改修

H13改修

内部樹脂ｻｯｼ内部側サッシ 2000 (H12年)

内部DKｱﾙﾐｻｯｼ

R1　屋根

軒裏(東面)

設　　計

設　　計

設　　計

設　　計

仕上工事経歴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 　備　　考

設　　計

設　　計

設　　計

施工調査②

紫波署　宿舎　物置　12戸　

施工調査①

施工時調査

施工
調査④

施工
調査⑤

施工時調査

施工時調査

(ﾌﾟﾗｽﾀｰ)

(ﾌﾟﾗｽﾀｰ)

(ﾌﾟﾗｽﾀｰ)

(ﾌﾟﾗｽﾀｰ)

長尺カラー鉄板

アスファルトフェルト　17㎏

雪止めL-40×40×5　OP(2)

野地板　木毛板15㎜

OC 軒天上 コンクリート打放（ベニヤ仮枠）白セメント吹付

外壁 モルタル塗刷毛引アクリル系リシン吹付

開口部 オーダーメイドアルミサッシ　硝子トーメイ厚3㎜

バルコニー

床　　防水モルタル塗目地切仕上

基礎廻り

モルタル塗刷毛引仕上　

水槽室 モルタル防水6層 モルタル塗刷毛引仕上 点検口　

換気ガラリ　500×300

玄関 モルタル塗金ゴテ仕上 モルタル塗金ゴテ

EP(2)

モルタル塗金ゴテ　EP(2) ジプトーン　厚9㎜張り 下駄箱　傘立　帽子掛

塗装改修　OP(2)

モルタル塗刷毛引アクリル系リシン吹付

ひび割れ　注入

補修部分のみ

モルタル塗刷毛引アクリル系リシン吹付

笠木　防水モルタル塗金ゴテ仕上(2層)

手摺　ロ-100×40×16　OP(2)

床下換気口600×250鉄製OP(2)　防虫網付　

軒下洗砂利敷

縁石　コンクリートブロックH100㎜

金ゴテ仕上

モルタル防水6層

金ゴテ仕上

モルタル防水6層

金ゴテ仕上

階段室 モルタル塗金ゴテ目地切仕上 モルタル塗金ゴテ モルタル塗金ゴテ　EP(2) モルタル塗刷毛引白セメント吹付

EP(2)

手摺　人造石研出し　

ノンスリップ

鋼製　タラップ

ホール 杉　H=100　OP(3) モルタル塗金ゴテ　EP(2)

ラスボード下地プラスター塗　

洗面器（設備工事）

脱衣室

豆砂利コンクリート

ロンリュ－ムタイル貼り

アスファルト防水　C-3

均しモルタル厚20㎜　

モルタル塗金ゴテ　EP(2) 脱衣棚

EP(2) EP(2) 既存撤去の上ジプトーン　厚9㎜張り

既存仕上げ撤去　T1ﾗﾜﾝ合板

化粧プライフロアー厚12張り

OP(3) 既存仕上げの上プラスター薄塗り厚3.0㎜ EP(2) 既存撤去の上ジプトーン　厚9㎜張り

ジプトーン　厚9㎜張り

既存仕上げ撤去の上

モルタル金コテ押さえ厚30㎜

塩ビシート厚2.0㎜

モルタル塗金ゴテ

EP(2)

木製　OP(3)

既存天井仕上・下地撤去済み

塩ビシート　厚2.0㎜

既存仕上げ撤去　T1ﾗﾜﾝ合板

化粧プライフロアー厚12張り

既存撤去の上ジプトーン　厚9㎜張り

モルタル塗下地の上プラスターＥＰ

ラスボード厚9下地プラスタ ー塗ＥＰ

プラスター塗ＥＰ

モルタル塗下地の上プラスターＥＰ

ラスボード厚9下地プラスタ ー塗ＥＰ

プラスター塗ＥＰ

化粧プライフロアー厚12張り

化粧プライフロアー厚12張り

モルタル塗下地の上プラスターＥＰ

ラスボード厚9下地プラスタ ー塗ＥＰ

プラスター塗ＥＰ

野地板　松板15㎜

アスファルトフェルト　17㎏

破風板　

外壁

開口部

基礎廻り

外構 両袖門　コンクリート打放しビシャン仕上げ

　　　　の上シリコン吹付け
コンクリート打放の上吹付けタイル

部　位

OW

既存浴室間仕切ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去の上

化粧石綿スレート板張り厚5.0

ラワン合板T1下張り　厚12.0㎜

既存浴室間仕切ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去の上

化粧石綿スレート板張り厚5.0

塩ビ製廻縁

浴室 アスファルト防水　C-3 75角半磁器タイル

　豆砂利コンクリート

モルタル塗金ゴテ　EP(2)

均しモルタル厚20㎜　

和室

６帖１

ユニットバス　BH-1014SBWE

24角磁器タイル

既存仕上上

ユニットバス　BH-1014SBWE ユニットバス　BH-1014SBWE

既存仕上上

便所 モルタル金ゴテ 杉　H=100　OP

対象外

下張りシージングボード厚12.5

　既存の上OP 化粧石綿スレート板張り厚5.0 化粧石綿スレート板張り厚5.0

下地LGS19

D.K

　既存の上OP

杉　H=100　OP
木毛板厚15の上ﾓﾙﾀﾙ塗上VP　

流し前　木毛板厚15の上100タ イル貼り

既存ﾓﾙﾀﾙ塗上VPの上ＥＰ　

流し前　既存ﾀｲﾙ撤去上不燃ﾎﾞｰﾄﾞ接着張利厚6.0

１階　木組捨張り厚15下地

２､３階　ﾈﾀﾞﾌｰﾑ厚80下地

タタミ敷き

木タタミ寄せ

化粧石膏ボード(和風)張り厚9.5

4.5帖

和室

タタミ敷き

１階　木組捨張り厚15下地

２､３階　ﾈﾀﾞﾌｰﾑ厚80下地

木タタミ寄せ

化粧石膏ボード(和風)張り厚9.5

押入 １階木組下地耐水ベニヤ厚6.0

２､３階　木下地ﾗﾜﾝ合板厚5.5

木胴縁組下地　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚4.0木雑巾ｽﾞﾘ 木野縁組下地　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚3.0

６帖２和室

(共通)

１階　木組捨張り厚15下地

２､３階　ﾈﾀﾞﾌｰﾑ厚80下地

タタミ敷き

木タタミ寄せ

化粧石膏ボード(和風)張り厚9.5

共
用
部

各
階

(洋タ ンス)押入 １階木組下地耐水ベニヤ厚6.0

２､３階　木下地ﾗﾜﾝ合板厚5.5

木雑巾ｽﾞﾘ 木胴縁組下地　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚4.0 木野縁組下地　ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚3.0 引き出し

ステンパイプＳ管付き

AW-4A ×12

PW-1,2,3 ×12

木廻縁

木廻縁

木廻縁

木廻縁

木廻縁

RC

RC

LGS19

LGS19

LGS19

LGS19

LGS19

LGS19

LGS19

LGS19

1,820×21,840　= 39.7488㎡　(12.02坪)

長尺カラートタン31#　平葺　勾配2/10

OW センチュリーリシン厚12張り

（ガラスウール25㎜充填）

住宅用アルミサッシ

ベニヤ仮枠打放し　　　床下換気孔150×300

その他 内部　木棚板厚25㎜

内部 内部　床コンクリート　外壁裏面あらわし　

部　位

天井　野地板あらわし

対象外

対象外

対象外対象外

対象外

宿舎　解体仕上表

解体建物　1 - 1

ＫＤ０－０６

裏面ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ厚4㎜瓦棒＠418

施工調査③

施工

調査⑥

　

不検出

設計･改修年度

改修設計

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図

　改修竣工　平成14年　4月 

　竣工　　　昭和50年  3月 

　竣工　昭和50年 3月 

※　定性分析については、有又は不検出(0.1％以下)

解体設計時のアスベスト検出部分を示す。

解体設計時のアスベスト分析調査部分を示す。

凡例

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　



解体建物　1- 1
紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事

図面番号区　 分 縮尺 図面内容
年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－０７(平成14年３月 竣工)
(参考)　宿舎既存仕上表１

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分



解体建物　1- 1
紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事

図面番号区　 分 縮尺 図面内容
年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－０８(平成14年３月 竣工)

(参考)　宿舎既存仕上表２



　１階　平面図　1/ 1 0 0

　２階　平面図　1/ 1 0 0

庇 庇

1,3501,0001,2003,600

8,500
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1,000265

34,000

2,550 2,350 2.600 1,000 2651,0002.6002,3502,5502,5502,3502.6001,000
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宿舎　
既存１・２階平面図

ＫＤ０－０９
A1　1/100
A3　1/200

解体建物　1- 1

8,500

1,3501,0001,2003,600

8,500

１ ７６５４３２

1,350 1,350 1,350 1,000 1,200 3,600

8,500

1,350 1,000 1,200 3,6001,3501,3501,3501,0001,2003,600
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1
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2,550

2,700

2,3502.600

7,150

1,000265

７６５４３２１

34,000

2,550 2,350 2.600 1,000 1,0002.6002,3502,5502,5502,3502.6001,000

2,7007,150 7,150 7,150
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図

Ａ′

Ａ′

住戸2､4､6､8　展開方向を示す。　

※ 住戸1､3､5､7は反転　

住戸2､4､6､8　展開方向を示す。　

※ 住戸1､3､5､7は反転　

住戸５ 住戸６ 住戸７ 住戸８

住戸４住戸３住戸２住戸１

Ｎ

凡例

Ａ

Ｃ

ＢＤ

Ａ

Ａ

Ｎ

凡例

Ａ

Ｃ

ＢＤ



　屋根伏図　1/ 1 0 0   

　３階　平面図　1/ 1 0 0
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,
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7,150 2,700
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00
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0
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,
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0

1
,
20
0

8,500

1,3501,0001,2003,600

8,500

1,350 1,350 1,350 1,000 1,200 3,600

8,500

1,350 1,000 1,200 3,6001,3501,3501,3501,0001,2003,600

8,500

1
,
20
0

1
,
35
0

4
5
0

265
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,
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0

3
,
05
0

1
,
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0
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0
0

1
,
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0

2,550

2,700

2,3502.600

7,150

1,000265

34,000

2,550 2,350 2.600 1,000 1,0002.6002,3502,5502,5502,3502.6001,000

2,7007,150 7,150 7,150

7
5
0

6
,
80
0

1
,
50
0

3
,
75
0

1
,
20
0

4
5
0

3
0
0

3
0
0

3
,
05
0

7,1502,7007,150 1,200

7,150 7,150 7,1502,700

宿舎　
既存３階・屋根伏図 ＫＤ０－１０A1　1/100

A3　1/200

解体建物　1- 1

裏面ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ厚4㎜瓦棒＠418
アスファルトフェルト　17㎏

野地板　木毛板15㎜

長尺カラー鉄板仕上屋根

木造小屋組

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図

住戸10､12､　展開方向を示す。　

※ 住戸9､11､は反転　

Ａ

Ａ′

Ａ′

Ａ

600角　点検口

高架水槽　FRP製3000L保温材付き　

住戸９ 住戸10 住戸11 住戸12

Ｎ

凡例

Ａ

Ｃ

ＢＤ

Ｎ



　西立面図　1/ 1 0 0　

1
4
,0
5
0

3
,
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0

3
,
10
0

3
,
26
0

5
9
0

3
,
10
0

9
0
0

　東立面図　1/ 1 0 0　

　北立面図　1/ 1 0 0　

　南立面図　1/ 1 0 0　

解体建物　1- 1
紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事

図面番号区　 分 縮尺 図面内容
年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図
宿舎　既存立面図

ＫＤ０－１１
A1　1/100
A3　1/200

(平成14年３月 竣工)

西面玄関庇改修

▽GL

▽GL
▽GL

▽GL

▽ 1SL

▽ 2SL

▽ 3SL

▽ RSL

▽ 最高高さ

▽ 1SL

▽ 2SL

▽ 最高高さ

▽ RSL

▽ 3SL

▽ 最高高さ

▽ RSL

▽ 3SL

▽ 2SL

▽ 1SL

▽ 最高高さ

▽ RSL

▽ 3SL

▽ 2SL

▽ 1SL

西面玄関庇改修



ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材ﾚﾍﾞﾙ３

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１２A1　1/50
A3　1/100

宿舎　
既存　断面詳細図

▽設計GL
▽設計GL 15

0
15

0
50

0 15
0

設計ＧＬ＝KBM1,－380GL

3
0 ▽SL+150

Ａ Ｂ

　Ａ～Ａ′　矩計図　　1:40　　　



紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１３A1　1/30
A3　1/60

宿舎　
既存　矩計図

　Ａ～Ａ´　矩計図　　1 : 3 0　　　



紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１４A1　1/50
A3　1/100

宿舎　
既存平面詳細図

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分



紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１５A1　1/50
A3　1/100

宿舎　
既存展開図１

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

2 0 2 4 . 0 7

2 0 2 3 - 0 4 4



凡例

大平板　(アスベスト検出建材)

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１６A1　1/50
A3　1/100

宿舎　
既存展開図２

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

南
面

北
面

１階

２階

３階



@ 910

含有建材
アスベスト

無し

アスベスト

アスベスト

無し

　改修平面図、２・３階既存床伏図・
　改修井伏図・既存１階床伏図　　1 : 0 0　　

改修平面図、２・３階既存床伏図
､改修天井伏図、既存１階床伏図　　

意匠図

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

ＫＤ０－１７A1　1/100
A3　1/200

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

住戸５
住戸９

住戸６
住戸10 住戸3 住戸４

Ｎ



36 24

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１８A1　1/100
A3　1/200

宿舎　既存建具表

A1　1/100
A3　1/200

宿舎　既存建具キープラン

4

4a4a

4

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

Ｎ Ｎ Ｎ



　２階　建具キープラン　1 / 1 0 0　 　３階　建具キープラン　1 / 1 0 0　

　１階　建具キープラン　1 / 1 0 0　

２

２ ２

２ ２

２

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－１９A1　1/100
A3　1/200

宿舎　１～３階ｷ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ
(平成14年4月 竣工)

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

Ｍ
上部上部

Ｍ
上部

Ｍ
１ １１

上部

Ｍ
１

Ｎ

Ｎ

Ｎ



紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２０A1　1/20
A3　1/40

宿舎　
既存建具改修　AW-4A・4B､M-1

(平成14年4月 竣工)

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分



紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２１A1　1/20
A3　1/40

宿舎　
既存建具改修　PW－1・2・3

(平成14年4月 竣工)

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

2 0 2 4 . 0 7

2 0 2 3 - 0 4 4



調査分析箇所

有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所

有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外 対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外 対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

有ﾚﾍﾞﾙ３

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

調査分析箇所

有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所

調査分析箇所

調査分析箇所 有ﾚﾍﾞﾙ３

有ﾚﾍﾞﾙ３

調査分析箇所

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

調査分析箇所

調査分析箇所

京壁検出

京壁検出

京壁検出

京壁検出

対象外

延べ面積　　76.44㎡

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２２

署長宿舎、物置、拾得物倉庫　
解体仕上表

解体設計時のアスベスト検出部分を示す。

解体設計時のアスベスト分析調査部分を示す。

※　定性分析については、有又は不検出(0.1％以下)

凡例

竣工　　　　　S63年12月
主要用途　　　署長宿舎
構造種別　　　木造　平家建て
延べ床面積　　

階

竣工　　　 　S63年12月
竣工　　　　S59年2月 竣工　　　　S50年3月

主要用途　　　物置
構造種別　　　木造　平家建
延べ床面積　　4.96㎡　(1.5坪)

主要用途　　　物置
構造種別　　　木造　平家建
延べ床面積　　23.18㎡　(7.01坪)

主要用途　　　物置
構造種別　　　コンクリートブロック造　
延べ床面積　　9.53㎡　(7.88坪)

紫波署　署長宿舎

設　　計

外部仕上表

場所 記号 仕上 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

R1　屋根

　備　　考年　度工事経歴

H1　破風 設　　計

設　　計

設　　計

設　　計

室 名 改修経歴 床
アスベスト
含有建材

巾木
アスベスト
含有建材

アスベスト
含有建材

天井
アスベスト含
有建材

廻縁 アスベスト
含有建材

備考
アスベスト
含有建材壁

内部側サッシ (H12年)2000 内部樹脂ｻｯｼ

R1　屋根

H1　破風

設　　計

設　　計

設　　計

設　　計

仕上年　度工事経歴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 　備　　考

設　　計

設　　計

設　　計

R1　屋根

H1　破風

設　　計

設　　計

設　　計

設　　計

仕上年　度工事経歴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 　備　　考

設　　計

設　　計

設　　計

記号場所

紫波署　署長宿舎　物置

紫波署　拾得物　倉庫

R1　屋根

H1　破風

設　　計

設　　計

設　　計

設　　計

仕上年　度工事経歴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 　備　　考

設　　計

設　　計

紫波署　ボンベ庫　

軒　　天

軒　　天

設　　計

設　　計

ｱｽﾍﾞｽﾄ
施工調査⑦

洋風便器
へ改修

改修後

ｱｽﾍﾞｽﾄ
施工調査⑧

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

床　コンクリート叩金ゴテ仕上

大平板厚5㎜　VP2　　

センチュリーリシン厚12張り

ベニヤ仮枠打放し　　

住宅用アルミサッシ

テラス

その他

コンクリート叩金ゴテ仕上 ラワン厚25　 プリント合板張　2×8 吸音ボード　厚9㎜張　　V.P2 下駄箱

フロアーパネル（市松）張 プリント合板張　2×8 目鏡石

OW

軒樋28#　Φ90　竪樋28#　Φ90（カラートタン）

長尺カラートタン28#　瓦棒葺(真木無し)　勾配2/10

換気孔50×300　パンチングメタル張

（ガラスウール25㎜充填）

一部パーゴラ付

（木造、屋根ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系合成樹脂波板葺）

玄関

ホール

便所

洗面脱衣室

浴室

台所

居間

4.5帖間

6帖間(A)

6帖間(B)

6帖間(C)

O.S　H=80

プライフロアー張

O.S　H=80

ラワン厚25　 プリント合板張　2×8 吸音ボード　厚9㎜張　　V.P2

石膏ボード　厚9㎜張　　V.P2プリント合板張　2×8ラワン厚25　

O.S　H=80

プライフロアー張

大平板　厚5㎜打上　　　V.P2プリント合板張　2×8

O.S　H=80

ラワン厚25　プライフロアー張

PW-1×2,2,3×4,4.5×3

50角モザイクタイル貼 100角施釉磁器タイル貼　H=1,200

ラスモルタル金ゴテ　　V.P2腰上

大平板　厚5㎜打上　　　V.P2

プライフロアー張 ラスモルタル金ゴテ

O.S　H=80

ラワン厚25　 吸音ボード　厚9㎜張　　V.P2

勝手口(ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ)

流し台、吊戸棚、

ステンレス水切棚(1段)

戸棚、レンジフード

O.S　H=80

ラワン厚25　 厚5.5T-1　ベニヤ下地　クロス貼

畳敷（捨板松厚15㎜）
ラスボード下地プラスター　京壁仕上

杉　柾ベニヤ　目透し張木タタミ寄せ 押入

押入、床の間(床框、床板、

床柱、落し掛、ウスベリ共、

掛軸金物付）

畳敷（捨板松厚15㎜） 木タタミ寄せ 杉　柾ベニヤ　目透し張

木廻縁

木廻縁

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

木野縁40×40

押入　洋服タンス

洋服タンス

畳敷（捨板松厚15㎜） 木タタミ寄せ 木野縁40×40 杉　柾ベニヤ　目透し張 木廻縁

畳敷（捨板松厚15㎜） 木タタミ寄せ 木野縁40×40 杉　柾ベニヤ　目透し張 木廻縁

部　位

1,820×2,730　=　4.9686㎡　(1.5坪)

長尺カラートタン28#　瓦棒葺(真木無し)　勾配2/10

OW 小波カラー鋼板張り　(ｱ)0.4

住宅用アルミサッシ

ベニヤ仮枠打放し　　　床下換気孔150×300

その他 内部　木棚板厚25㎜

内部 内部　床コンクリート　外壁裏面あらわし　

部　位

天井　野地板あらわし

長尺カラートタン厚0.4　瓦棒葺(真木無し)勾配2/10

OW センチュリーリシン厚12張り

住宅用アルミサッシ

ベニヤ仮枠打放し　　　床下換気孔150×300

その他 内部　作付け棚３段

内部 内部　床コンクリート

部　位

天井　野地板あらわし

6,370×3,640　=　23.18㎡　(7.01坪)

壁　木胴縁24*60下地　T-1ベニヤ厚5.5　

OW 下地　コンクリリートブロック(390*290*150)

鋼製両開き戸　OP

ベニヤ仮枠打放し　　　

その他

内部 内部　床コンクリート

部　位

天井　屋根裏あらわし

拾得物　倉庫 5,450×1,75　=　9.53㎡　(2.88坪)

壁　　ＣＢあらわし

(　CB390*298*150　)

石綿小波スレート葺き

母屋　鉄骨C-90*45*10*2.3 @600

スレート板

モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付け

換気口　上下　60*30*10*2.3軽量枠 9@格子　24箇所

V.P2

ラスボード下地プラスター　京壁仕上

ラスボード下地プラスター　京壁仕上

ラスボード下地プラスター　京壁仕上

床下換気孔150×300

プライフロアー張

大平板検出

OC 軒天上

外壁

開口部

基礎廻り

アスファルトフェルト　17㎏

雪止めL-40×40×5　OP(2)

野地板　松板15㎜

塗装改修　OP(2)

破風板　

野地板　松板15㎜

アスファルトフェルト　17㎏

破風板　

外壁

開口部

基礎廻り

野地板　合板　12㎜

アスファルトフェルト　22㎏品

杉板　カラー鉄板包み　厚0.4

外壁

開口部

基礎廻り

妻面　屋根共材役物　石綿スレート破風板

外壁

開口部

基礎廻り
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　平面図　1 / 1 0 0　

　南立面図　1 / 1 0 0

　東立面図　1 / 1 0 0

　北立面図　1 / 1 0 0

　西立面図　1 / 1 0 0
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　基礎伏図　1 / 1 0 0　 　小屋伏図　1 / 1 0 0　

12,000

2,700 900 1,500 1,500 2,700 1,500 1,200

900 1,800

12,000

3,600 3,000 2,700 2,745

900 1,800

2,700 900 1,500 1,500 2,700 1,500 1,200

12,000

12,000

3,600 3,000 2,700 2,745

900 1,800

2,700 900 1,500 1,500 2,700 1,500 1,200

12,000

12,000

3,600 3,000 2,700 2,745

900 1,800

2,700 900 1,500 1,500 2,700 1,500 1,200

12,000

12,000

3,600 3,000 2,700

　天井伏図　1 / 1 0 0　

A
C

F
F

室外機

給
湯
気

ｱｽﾍﾞｽﾄ施工時調査

大平板ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

大平板ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

京壁ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

京壁ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

京壁ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

京壁ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

大平板ｱｽﾍﾞｽﾄ検出

1- 2

束ｺﾝｸﾘｰﾄ　300×300×100

2,700

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２３A1　1/100

A3　1/200基礎・小屋・天井伏図

仕上表、平面図、立面図

宿舎(署長宿舎)　※　定性分析については、有又は不検出(0.1％以下)

Ｎ



1- 2

1- 6 物置

　平面詳細図　1/ 5 0

12,000

3,600 1,500 1,500 1,2001,5002,700

6,
30

0

3,
60

0
90

0
1,

80
0

6,
30

0

3,
60

0
2,

70
0

1,
80

0
1,

80
0

90
0

1,
80

0

12,000

900 2,700 3,000 2,700 2,700

900 1,800

PW
１

１
PD PW

１

PW
１

PW
３

PW
３

PD
１

PW
１

PW
２

PW
３

AW
１

AW
１

AD AD AW
１

AW
１

AW
３

AW
２AD

１
AD
２

束ｺﾝｸﾘｰﾄ　300×300×100

　改修　樹脂サッシ建具表　

　樹脂サッシ建具表　1/ 5 0　

　玄関　姿図　

AW
３

PW
２

PW
３

AD
４

物置1- 6

1- 2 1- 2

AW
３

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２４

A1　1/50
平面図詳細図、矩計図

平面図､立面図､
基礎･小屋伏図､矩計図

宿舎(署長宿舎)　

A1 1/50 1/30
A3　1/100

A3 1/100 1/60

砕石

1
0
0

3
0
0

4
7
0

300

6,300 900900

3
,
30
0

3
,
00
0

2
,
50
0

3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
0
01
0
0

3,600 1,1001,600

6,3001,500 1,000

6
0
03
0
0

1
5
0
1
0
0

5
0

400

130

1,820

2,
21
0

1,820

1,
21
2

1,820

75
8

▽FL

910

FL4

FL4

FL4

FL4
FL4

×２ ×４ ×１ ×３

樹脂サッシ(木枠内付け)　 樹脂サッシ(木枠内付け)　 樹脂サッシ(木枠内付け)　 樹脂サッシ(木枠内付け)　

F4

ｱﾙﾐ引違い戸W1700×H1800　腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｱﾙﾐ引違窓W780×H600　

ｱﾙﾐ引違窓W780×H600　腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

ｱﾙﾐ引違窓W780×H600　

PW PD
１

１

３ ３

(※)改修の記載は平成13年４月時点の改修図に
　　よるもので有り、全て解体・撤去・処分

2 0 2 4 . 0 7

2 0 2 3 - 0 4 4

Ｎ

6
00



AW
１

AW
３

AW
３

AW
３

AW
１

AW
１

AD
３

AD
３

AW
１

AD
２

AW
２

AD
１

AD

1- 2紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２５

宿舎(署長宿舎)　
　既存建具キープラン

　既存建具表

A1　1/100
A3　1/ 100
A1　1/ 50
A1　1/100

５
４
WD

WD
WD

WD

WD

WD

WD

WD

WD

WD

WD

WDWD

WW

WWWW

WW
１

４

３ ７

３

101 9 1

1
41

8

4
6

５

WD

2

　既存　建具キープラン　

１ヶ所 １ヶ所 ２ヶ所 １ヶ所 ４ヶ所 １ヶ所 ３ヶ所

１ヶ所 １ヶ所 ３ヶ所　
２ヶ所　 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所

１ヶ所 １ヶ所 ４ヶ所

Ｎ



1- 2紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図　既存展開図

宿舎(署長宿舎)　

ＫＤ０－２６A1　1/50
A3　1/100



1-3

1-4

1
,
82
0

1
,
82
0

3
,
64
0

2,730 3,640

6,370

1
,
82
0

1
,
82
0

3
,
64
0

2,730 3,640

6,370

松丸太末口180　太鼓落とし

松丸太末口180　太鼓落とし

タルキ　45*54　@455

1
,
82
0

1
,
82
0

3
,
64
0

2,730 3,640

6,370

屋根　長尺カラー鉄板0.4㎜瓦棒葺き　　　
　　　野地合板　12㎜　
　　　アスファルトルーフィング

　平面図　S= 1 / 1 0 0　

　小屋伏図　S= 1 / 1 0 0　

　屋根伏図　S= 1 / 1 0 0　

300 300

7
5
0

3
0
0

4
,
69
0

3
0
0

7
5
0

1
,
82
0

1
,
82
0

3
,
64
0

2,730 3,640

6,370

棚

　平面図　S= 1 / 1 0 0　

9
0
0

120

1
2
0

AB－13φL360

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間　厚120

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間　厚120

　矩計図　　S= 1 / 2 0　

屋　　根

破　　風

外　　壁

基礎巾木

巾　　木

棚

天　　井

長尺カラー鉄板0.4㎜瓦棒葺き　野地合板　12㎜　
アスファルトルーフィング

杉130×24　カラー鉄板0.4㎜包み　

センチュリーリシンボード　12㎜

モルタル刷毛引き仕上げ

コンクリート金こて押さえ

コンクリート

ラワン合板　厚5.5㎜

野地合板　あらわし

軒　　天

筋違い105×30

石綿セメント板　厚5.0㎜　目透し張りVP2

火打梁　90×45

部　位 仕上

6,370×3,640　=　23.18㎡　(7.02坪)

ｱｽﾍﾞｽﾄ調査分析箇所 有ﾚﾍﾞﾙ３

ｱｽﾍﾞｽﾄ調査分析箇所 無し

　解体建物　1- 4　拾得物倉庫　

竣工　S59年2月

主要用途　　　物置

延べ床面積　　23.18㎡　(7.02坪)

構造種別　　　木造　平家建

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材ﾚﾍﾞﾙ３

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材ﾚﾍﾞﾙ３

2
,
50
0

4
0
0

2
,
10
0

4
5
0

2
0
0

5
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

4
5
03
0
0

1
5
0

2
0
0

1
,
80
0

1
,
12
8

3,640

300

3,640

3
,
22
8

紫波署　拾得物　倉庫

ｱｽﾍﾞｽﾄ施工時調査

21,840

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

2
,
73
0

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

21,840

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

21,840

2
,
73
0

450 2,730 300

3
0
0

2
,
06
0

10

4502,730300

3
0
0

2
,
06
0

10

　宿舎　物置　平面図　　S= 1 / 1 0 0　

1
,
36
5

1
,
36
5

　宿舎　物置　小屋伏図　　S= 1 / 1 0 0　

　宿舎物置　基礎伏図　　S= 1 / 1 0 0　

2
,
06
0

2
,
06
0

3
0
0

3
0
0

　宿舎物置　西側立面図　　S= 1 / 1 0 0　

　宿舎物置　東側立面図　　S= 1 / 1 0 0　

1
,
36
5

1
,
36
5

1
,
36
5

1
,
36
5

2
,
73
0

2
,
36
0

3
0
0

2
,
06
0

6
8
1

3
,
04
1

長尺カラートタン31#　平葺　勾配2/10

センチュリーリシン厚12張り

住宅用アルミサッシ

ベニヤ仮枠打放し　

その他 内部　木棚板厚25㎜

内部 内部　床コンクリート　外壁裏面あらわし　

部　位

天井　野地板あらわし

R1　屋根

軒裏

仕上

野地板　松板15㎜

アスファルトフェルト　17㎏

破風板　

外壁

開口部

基礎廻り

板15㎜

　矩計図　　S= 1 / 2 0　

タル木　45×45　@455　

120

1
2
0

120

ｱｽﾍﾞｽﾄ調査分析箇所 有ﾚﾍﾞﾙ３

ｱｽﾍﾞｽﾄ調査分析箇所 無し

センチュリーリシン厚12張り

　解体建物　1- 3　物置　

竣工　　　　　S50年3月　
主要用途　　　物置

構造種別　　　木造　平家建

延べ床面積　　59.62㎡　(18.04坪)

下葺き　ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材ﾚﾍﾞﾙ３

1
,
85
0

5
2
0 3
0
0

2
0
0

2
,
05
0

1
0
0

1
2
0

400

300

450

300

3
0
0

1
2
0

700

3
0
0

3
0
0

450

2,730 750

120

120

紫波署　宿舎　物置　12戸　

　南舎物置　西側立面図　　S= 1 / 1 0 0　

　宿舎物置　北側立面図　　S= 1 / 1 0 0　

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２７

A1　1/100
A3　1/200
A1　1/20
A3　1/40

宿舎物置

拾得物倉庫

平面図､立面図､基礎・
小屋・屋根伏図､矩計図

平面図､立面図､基礎・
小屋・屋根伏図､矩計図

ｱﾙﾐ引違戸W1700×H1800　
腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ　網入型6.8　

750300

▽GL

30
17

0

10
0

Ｎ

Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ

Ｎ
Ｎ



自転車置場

1- 7

1-14

1- 5

有ﾚﾍﾞﾙ３アスベスト調査

アスベスト調査分析箇所

アスベスト調査 有ﾚﾍﾞﾙ３
アスベスト調査 有ﾚﾍﾞﾙ３

無しアスベスト調査分析箇所

アスベスト調査分析箇所 無し

解体・処分自転車置場

地中梁

地
中
梁

独立基礎コンクリート　300×300×H500

独立基礎コンクリート　
300×300×H500

小屋ブレース13φ 柱　丸鋼φ48.6×3.2

門扉(両袖門扉)

1-14

竣工　S50年3月　

延べ床面積　　9.53㎡　(2.88坪)

基礎コンクリート

450

3
4
0

5
0

1-13

　側溝25 0　断面図　1/ 2 0　

鋼製グレーチング蓋　250用

蓋受けアングル付き

170

150

2
0
0

　縁石　歩車道境界
　ブロックＡ　1/ 2 0　

3
0
0

3
0
0

300

14,000 300

1
,
50
0

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

14,000

　ボンベ庫　断面図　　S= 1 / 3 0  

　自転車置場　平面図　　S= 1 / 5 0  

550

4
5

アルミ製両引きアコーディオン門扉　W=7,000　H=1,250　撤去・処分

門扉基礎コンクリート　撤去・処分

7,000

3
0
0

500 6,516 500

5
0
0

1
,
25
0

　参考図　アルミ製両引きアコーディオン門扉　1/ 5 0　

1
,
20
0

　ボンベ庫　コンクリートブロック造　平家建て

門扉基礎コンクリート　撤去・処分

5
0
0

既存吹付けタイルケレン撤去　

既存吹付けタイルケレン撤去　

200 300

3
0
0

3
0
0

1
,
75
0

5,450

1
,
75
0

2
,
50
0

2
,
00
0

6
0
0

3
0
0

1
5
0

5
0 1
0
0

150

2,300

1,100 1,200

800

150

150

1,900
1,650

250

300×300

300

180

5,450

200 650 600
300600

3
0
0

5,450

紫波署宿舎　　ボンベ庫　

R1　屋根

H1　破風

R1　屋根

妻面　石綿スレート破風板

外壁

開口部

基礎廻り

(　CB390*298*150　)

母屋　鉄骨C-90*45*10*2.3 @600

石綿小波スレート葺き

下地　コンクリリートブロック(390*290*150)

モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付け

OW

天井　屋根裏あらわし

壁　　ＣＢあらわし

内部　床コンクリート

ベニヤ仮枠打放し　　　

換気口　上下　60*30*10*2.3軽量枠 9@格子　24箇所

鋼製両開き戸　OP

波型カラートタン　28＃小波フックボルト取付け

母屋　5-C-60*30*10*2.3

1 - 7 　ボンベ庫　コンクリートブロック造　平家建て

1- 1 4 1 - 5

　平面図　　1/ 1 0 0　

　南面　立面図　　1/ 1 0 0　
　西側　立面図　　1/ 1 0 0　

　基礎伏図　　1/ 1 0 0　 　小屋伏図　　1/ 1 0 0　

　参考図　Ａ～Ａ'　乗り入れ断面図　1/ 3 0　

道路境界線

看板及び基礎撤去・処分　1/ 4 0

230

母屋　5-C-60*30*10*2.3溶接

　自転車置場　平面図　　S= 1 / 5 0  

母屋　鉄骨C-90*45*10*2.3 @600

看板及び基礎撤去・処分　1/40

軽量C-90*45*10*2.3 @600

有ﾚﾍﾞﾙ３

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２８ボンベ庫

既存門扉

A1 1/50 1/30

A1 1/100 1/30

A1 1/50 1/30

解体設計時のアスベスト検出部分を示す。

※　定性分析については、有又は不検出(0.1※以下)

340 ≒≒

28
0

18
05

0

アスファルト舗装　厚50

砂利

砕石

Ａ

Ａ'

車道宿舎敷地

20

乗入れ歩車道プロック　

歩道

アスファルト舗装

町道アスファルト舗装

1,
25
0

500

コンクリート基礎

道路境界線

200 1,400

アスファルト舗装

19
5

･-1190

･-995

凡例

15
0

15
0
50

捨てコン　厚50

砕石　厚150

20
0

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

2,
10
0

500

60
0

300

▽GL

基礎コンクリｰﾄ

300×300×H600

丸鋼φ89.4×3.2

13φﾀｰﾊﾞｯｸﾙ締め

5
0
0

3
00

300

1 - 1 4 - 1

看板



地下浄化槽１1- 8

3,830
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0
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,
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0
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,
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0
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0
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0
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0
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0
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6
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0

6
0
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1
5
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1
,
70
0
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,
70
0

2
0

2
0

2
0

1
8
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1
5
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2
,
30
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

1
5
0

1
8
0

2
0

2,300

5,080

1,500

20 20

150

20
180500150

20 20 20

1,900

1,900

180

2
5
0

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－２９

A1　1/30
A3　1/60



地下浄化槽２

地下排水槽

1- 9

1-10

地下浄化槽２ 地下配水槽２1- 1 0

4,380

3,090
30 200

200 30

2
,
00
0

1
,
54
0

2
0
0

2
0
0

1
,
06
0

6
0
0

2
0
0

2
0
0

3
0

3
0

3
0

3
0

　参考図　

3
0
0

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３０

A1　1/ 30
A3　1/ 60
A1　1/ 30
A3　1/ 60



W1,750×D1,570

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３１

A1　1/150
A3　1/300

A3　1/400
A1　1/200

外構撤去　平面図

撤去ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ求積図　平面図

39

40

41 42

5

6
9

10

11

12

13
14

15

16

17

18

19

20

2122

23

2425

26

27
31

32
33

34

35

36

37

38

43

30

1

2

3
4

7

8

28

29
５箇所
33箇所

Ｎ

　撤去アスファルト求積図　S= 1 / 2 0 0　

　撤去アスファルト求積表　

            　　求積表合計        　　　　＝1,148.57㎡ 

            　　１－15－② 減  1.5×-2   　＝ 　-3.0㎡ 

            　　側溝減 54.3×-0.45  　　　 ＝　-24.43㎡ 

            　　撤去アスファルト舗装  　　 ＝1,121.44㎡ 

  1　　38.81 × 7.19 ÷   2 ＝ 　 139.52

  2　　39.47 × 6.39 ÷   2 ＝ 　 126.11

  3　　 8.09 × 0.94 ÷   2 ＝ 　   3.80

  4　　 6.96 × 0.72 ÷   2 ＝ 　   2.51

  5　　15.48 × 2.91 ÷   2 ＝ 　  22.52

  6　　16.36 × 1.70 ÷   2 ＝ 　  13.91

  7　　 1.95 × 0.20 ÷   2 ＝ 　   0.20

  8　　 2.77 × 2.71 ÷   2 ＝ 　   3.75

  9　　19.02 × 2.77 ÷   2 ＝ 　  26.34

 10　　16.55 × 9.05 ÷   2 ＝ 　  74.89

 11　　16.84 × 4.76 ÷   2 ＝ 　  40.08

 12　　21.37 × 9.58 ÷   2 ＝ 　 102.36

 13　　21.37 × 4.34 ÷   2 ＝ 　  46.37

 14　　14.36 × 3.06 ÷   2 ＝ 　  21.97

 15　　23.53 × 3.46 ÷   2 ＝ 　  40.71

 16　　23.53 × 8.34 ÷   2 ＝ 　  98.12

 17　　12.20 × 3.21 ÷   2 ＝ 　  19.58

 18　　 7.17 × 1.04 ÷   2 ＝ 　   3.73

 19　　 6.55 × 3.05 ÷   2 ＝ 　   9.99

 20　　22.03 × 5.81 ÷   2 ＝ 　  64.00

 21　　13.60 × 1.04 ÷   2 ＝ 　   7.07

 22　　13.60 × 1.04 ÷   2 ＝ 　   7.07

 23　　22.03 × 3.86 ÷   2 ＝ 　  42.52

 24　　21.32 × 1.50 ÷   2 ＝ 　  15.99

 25　　 9.25 × 2.92 ÷   2 ＝ 　  13.51

 26　　 7.64 × 1.04 ÷   2 ＝ 　   3.97

 27　　 7.71 × 2.43 ÷   2 ＝ 　   9.37

 28　　 4.37 × 1.17 ÷   2 ＝ 　   2.56

 29　　 1.18 × 1.04 ÷   2 ＝ 　   0.61

 30　　 4.52 × 1.41 ÷   2 ＝ 　   3.19

 31　　 6.54 × 1.62 ÷   2 ＝ 　   5.30

 32　　 2.79 × 1.03 ÷   2 ＝ 　   1.44

 33　　 2.97 × 1.35 ÷   2 ＝ 　   2.00

 34　　29.32 × 2.93 ÷   2 ＝ 　  42.95

 35　　29.32 × 2.93 ÷   2 ＝ 　  42.95

 36　　 5.03 × 2.53 ÷   2 ＝ 　   6.36

 37　　 5.03 × 3.22 ÷   2 ＝ 　   8.10

 38　　10.16 × 0.68 ÷   2 ＝ 　   3.45

 39　　23.07 × 0.89 ÷   2 ＝ 　  10.27

 40　　13.43 × 2.70 ÷   2 ＝ 　  18.13

 41　　14.39 × 3.51 ÷   2 ＝ 　  25.25

 42　　 8.13 × 2.31 ÷   2 ＝ 　   9.39

 43　　 5.87 × 2.27 ÷   2 ＝ 　   6.66

            　　合計        ＝ 　1148.57㎡ 
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1-11

1- 7

1- 9

1-10

1-12 ８号縁石 L=25,300

1-12-①
L=4,000

L=3,800
1-12　２号縁石

L=50,900
L=22,3001-12　６号縁石

Co

MT

AS

L=54,300
1-12 ７号縁石 L=19,300

･-
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1,
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0

920

1,
03
0

920

自転車置場

1-12   ４号縁石

地下排水槽

1- 5

L=79,3001-12 ３号縁石

AS

AS

地下
浄化槽２

ボンベ
庫

L=87,000

物置２

1- 6

AS

1- 8
地下浄化槽１

伐根１ 伐根２～16

伐
根
1
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2
7

道路境界線

道
路
境

界
線

1-13

1-15-② 鉄筋コンクリート土間　厚120

ゴミ保管庫移設

(別図)

(別図)

(別図)

(別図)

伐根38

1-17

1-11
L=3,700

L=6,800
1-12　９号縁石

Co

M5
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電
柱

雨 雨
雨

汚

雨

1- 7

1- 9

1-10

ボンベ
庫

AS

1- 8

地下浄化槽１

ポンプ
室

Co

　埋設物試掘調査範囲   平面図　S= 1 / 1 5 0　

凡例

11
,0
00

5,300

7,500

7,
00
0

門扉基礎コンクリート
撤去・処分

アコディオン門扉　
撤去・処分

アコディオン門扉
　　　撤去・処分

　外構撤去　平面図　S= 1 / 1 5 0　

２
号
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
H
1
,2
0
0撤

去
・
処
分
　
L
=
31
,
00
0

柱
@
2
,0
0
0　

(
基
礎
上
切
断
後
　
錆
止
め
塗
装
)

1
-
1
1

１号目隠しネットフェンスH1,500撤去・処分　L=31,800

柱@2,000　(基礎120×300×H550)
1-11

地下排水槽

地下
浄化槽２

L=4,0001-12　 1号縁石

1
-
1
2

L
=
7
,8
0
0

W2,000×D1,500

３号フェンスH=1,500　撤去・処分

５
号
縁
石

落蓋鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ側溝250

4号フェンス

汚

270φ

地下浄化槽埋設物　調査範囲　(深さH=1.0)

110.8㎡(　目的　地下浄化槽の位置確認　)

1-12　１～9号縁石　

看板撤去・処分

1-15-① 鉄筋コンクリート土間　厚120

基礎コンクリート

450

34
0

50

鋼製グレーチング蓋　250用

蓋受けアングル付き

　側溝250　断面図　1-13

170

150

2
0
0

歩車道境界ブロックＡ

　部分詳細図　1/20　

①①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

庭　木
庭　木
庭　木
庭　木
庭　木
庭　木
庭　木
庭　木

伐　根　１　～　38

記号

径150以下

φ3,000　H=3,600
φ1,500　H=1,500
φ2,000　H=1,300
φ1,100 H=  600
φ2,200　H=1,200
φ1,800　H=1,200
φ1,100　H=1,100
φ2,200　H=1,200

伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分
伐採・伐根・処分

 1-17 

(モミシ)
(ドウダンツツジ)
(サツキツツジ)
(サツキツツジ)

(オオムラサツキツツジ)

(サツキツツジ)

(サツキツツジ)
(オオムラサツキツツジ)

径300以下
伐根・処分
伐根・処分

50

180

230

MB

1-14-1

③

②
①

⑧

⑦

⑤

⑥

④

1- 1 宿舎　解体・処分

ポンプ
室

1- 4

拾得物 倉庫

1- 2

署長宿舎　解体・処分

伐根28～37

物置１　解体・処分1- 3

宿舎　解体・処分1- 1



ゴミ保管庫移設(指定場所へ移動)　既製品鋼製物置　W2 , 9 4 0×D 1 , 5 3 0×H 2 , 0 8 5

鉄筋コンクリート土間　厚120　(元焼却炉架台) W1,750×D1,570

鉄筋コンクリート土間　厚120　(元焼却炉架台) W2,000×D1,500

1-15-①

1-15-②

沓石基礎（参考図）

3
0
0

21
0

210

根
入

れ
深

さ
2
0
0

15
0 150

GL

※移設後、コンクリート沓石の基礎設置の上、緊結の事。

羽子板付沓石 … 6か所

沓石　　　　 … 2か所

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３２

A1　1/20

A1　1/50

A1　1/50

参考

ゴミ保管庫移設1-18

1-15-②

菱形金網
φ3.2x50mm目

（樹脂被覆鉄線）

爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

正　面　図

押え板

角波カラー鋼板パネル
t=0.4mm

押え板

正　面　図
（S=1／20）

菱形金網
φ3.2x50mm目

（樹脂被覆鉄線）

爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

爪付胴縁 R付L40x40x3 主柱（VA）端柱 L50x50x6

1,
20
0

1,
50
0

30
0

1,
50
0

（外側） （内側）

主柱（VA）

（内側） （外側）

１号フェンス撤去・処分

180

55
0

55
0

55
0

350

170コンクリートブロック撤去・処分

コンクリートブロック撤去・処分

既存布基礎コンクリート

既存布基礎コンクリート

既存布基礎コンクリート
上端　モルタル補修塗り

(ﾌｪﾝｽ柱切断部錆止め塗り)

2030

100

既存布基礎コンクリート
上端ハツリ　厚30

既存布基礎コンクリート上端

２号フェンス撤去・処分 ３、４号フェンス撤去・処分

2,0002,000 1,800

菱形金網
φ3.2x50mm目

（樹脂被覆鉄線）

S = 1 / 2 0 S = 1 / 2 0 S = 1 / 2 0

（内側） （外側）

55
0

350

55
0

1,
50
0

▽GL ▽GL ▽GL ▽GL ▽GL ▽GL

S = 1 / 5 0S = 1 / 5 0

１～5号フェンス

５号フェンス撤去・処分 S= 1 / 2 0

主柱（VA）

1,
20
0

30

20
5

側　面　図

主柱（VA）

1,
20
0

30
0

50
0

正　面　図

菱形金網
φ3.2x50mm目 撤去・処分

爪付胴縁 R付L40x40x3 撤去・処分

鉄線 φ4　撤去・処分

爪付胴縁 R付L40x40x3 撤去・処分端柱 L50x50x6撤去・処分

30

基礎コンクリート

175

▽GL

1-15 　コンクリート土間　S=1/50　

1-15 　コンクリート土間断面図　S=1/50　

1-11 1-11 1-11

1-15 　コンクリート土間（元焼却炉架台）　撤去・処分1-18

コンクリート土間

1-11

1-11

▽G.L

平面図

正面図 側面図

305055 55

3160

有
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部
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サ
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7
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7
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1530100
1710

1
52 1000
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5

4
2
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0
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1
42
0

5
5

1
5
3
0

557X420=294055

有効開口部間口
1353

1483 1483

4
5
0

2
0
3
0

80

3050

母屋中(3050mm)

16

棚板

扉

正面パネル

15

根太

床パネル

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

13

14

12

6

7

9

8

鼻隠シ前後

屋根パネル

壁パネル

11

妻板左右

5

桁後

鴨居

柱

土台

部　　品　　名

3

4

2

1

品番

アンカープレート

SGC400,SGCC,SGH400,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

SGC400 F12 1.2

SZAC400 Y10 1.0

SGCC    F12

SGC400 F12

SGCC    F12

1.2

1.2

1.0

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SZACC    Y10

1.0

0.7

0.7

SZAC400 Y10 0.5

SGC400 F12 1.2

SGC400 F12

SGC400 F12 0.7

SGCC    F12 0.8

0.6

SGHC    F12 2.3

板厚(mm)材料 (材質)

多雪型

一般型

豪雪型

2.3
SGH400 F12

2.3+1.6

土台取付板 SGMH400 K27 2.3

10

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

0.6

SECC    E8

SECC：電気亜鉛めっき鋼板(JIS G 3313)

稲葉物置　スリムマン ＭＧＷ 全体重量　約311㎏3050

1
5
3
0

基礎伏図

基礎コンクリートブロック図
基礎コンクリートブロック　6箇所

15
0 12
0

基礎　コンクリートプロック　390×190×120　8個(地面置き設置)

既存
建物

基礎上　柱サンダーカット

５
号

　
フ
ェ

ン
ス

撤
去

範
囲

　

５号　フェンス撤去範囲　(柱間)

Ｎ

2,000

2
00

D

L

L D

L D



仮囲い　K-①-1

仮囲い　K-①-3

仮囲い　K-①-４

仮囲い　K-②-２

仮囲い　K-①-4 

L=17,800

L=210,800

仮囲い　K-①-3

L=25,500

L=63.300

常設門扉　K-③-１

仮設門扉　K-③-２

仮囲い　K-①-２ L=28,000

L=45.200

L=25,500

L=28,000

L=108.500

L=228,600

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３３

A1　1/200
A3　1/400

(参考)仮設計画　平面図

18
00

M510R623M624

M626 20.024M M
M

R

51-7

▲

既存出入口

汚

汚
標識電柱

･-285 ･-120

･-155

擁壁天端
･-200

･-610 ･-710･-425
･-340

･-120
･-355 ･-585 ･-500 ･-665 ･-745 ･-945 ･-1190

X702

M628

M634

T3

T4

T5

T8
M

M

M

M

水

51-7

1
1
.6
5

（水路）KBM.1

隣地

水路

既存車庫

電柱

標識

電柱

街路灯

電柱

2-3.カーポート

2-2. 交通課

2-12. フェンス

2-16. フェンス

2-15. フェンス
2-1

庁　舎

2-11. フェンス

非
常
電
源
盤

 ネットフェンスH1200

ネットフェンス基礎

オイルタンク

室外機

雨

2-8. 正門

引込柱
外灯

駐車スペース

量水器

ガソリントラップ？

2-4.

2-5.
地下タンク

2-6. 単管屋根、物置等

2-10. 
4号線門

2-13. 掲示板

2-14. フェンス

･-150 ･-230 ･-280 ･-335 ･-380
･-410 ･-447 ･-510 ･-555

･-335 ･-480 ･-660 ･-782
･-920 ･-950 ･-1070 ･-1265

･-110

･10 ･-100 ･-80 ･-170 ･-143 ･-160 ･-200 ･-195 ･-220

･-40 ･-60 ･-110 ･-130 ･-145 ･-155 ･-165

-80 ･-50 ･-115 ･-130 ･-65 ･-95

･-95

･-60

･-60

擁壁天端

･-225

･-130
･-125

･-175

･-175･-180

･-155

･-50

･-50

･-40

･-75

･-55

･-65

･-145

･-315

⑦石

石

⑪ ⑫

消火栓

紫波町道

M558

C

M

M

道
（紫波町道）

KBM.2

電柱

電柱

雨

雨雨

雨雨

雨

雨

自転車置場
汚

汚

雨

Co Co

･-415

1- 7 1- 9

1-10

C
o

M
T

A
S

･-225

地下排水槽

1- 5

A
S

A
S

地下
浄化槽２

ボンベ庫

物置２
1- 6

AS

1- 8

地下浄化槽１

道
路
境

界
線

道路境界線

ゴミ
保管庫移設前

1- 3

1-18

Co

11,250

37
,3
50

13,950

8,
20
0

物置１　
解体・
処分

･-745擁壁天端･-670

･-415

･-1955

ｱｽﾍﾞｽﾄ
保管庫 ４

解体枠組足場　W600

解体枠組足場　W900

K-④-1

工事車両
出入り口

産廃
ｺﾝﾃﾅ１ ２ ３

Ｎ

K-④-2

常設 常設

隣地境界線

ゴミ
保管庫移設後

1-18

900

宿舎解体時の仮囲い鋼板位置

宿舎解体後の仮囲い鋼板位置

常設

騒音振動表示
データ集積装置

WC(女)

WC(男)　

仮設トイレ
(快適トイレ)

仮設(目隠し壁)

マルチドリル掘削機

仮設現場事務所
２階建て

仮設資材倉庫

発生材一時集積ヤード

発生材搬出車

発
生
材
搬
出
車

発生材積込み重機

手洗

手洗(作業員休憩所等も含む)

　工事仮設計画概要　

K-①－１

交通誘導員Ｂ 延べ 　1 8 0人

常設仮囲い

敷き鉄板 22×1524×6096

22×1524×6096

山砂敷き　厚200  13.93㎡

山砂敷き　厚200  32.51㎡

仮囲い

万能鋼板張りH=2,000

常設通用口

常設門扉

鋼板製W900×H2,000

K-①-１

K－②

K－③－１

交通誘導員Ａ 延べ　　60人

K－①－４ 万能鋼板張り　H=2,000

K－③－２仮設門扉

K－④－１

K－④－２

32.51㎡

13.93㎡

K-①-２ 万能鋼板張りH=2,000
※２　仮眠室完成後設置

K-①－２

K -③- 1 K -③-２

K-①-３ 万能鋼板張りH=2,000

K-①－4K-①－3

常設仮囲い

常設仮囲い

歩
道

１箇所

ローキャスターゲート

H=1,800 W=6,000

ローキャスターゲート

H=1,800 W=6,000

　(参考)　仮設計画図　S=1/200 

外部側

工事側

杭パイプ 
打込み 

単管パイプ @1,800

≒900

≒
10

0
2,

00
0

≒
2,

10
0

万能鋼板張り　
ヤラズ 
単管パイプ 

　任意仮設　仮囲A　詳細図　S=1/50　

※１　常設　解体工事完了後も存続します。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

-250

-225
GL+75軽量S造 1F

54.09㎡

その他建築物

物置1

6.73㎡

物置2

6.73㎡

仮眠室棟

　参考図　ローキャスターゲート　姿図　

仮囲い　K-①-４

ポンプ
室

1- 4

拾得物
倉庫

1- 2
署長宿舎　解体・処分

1- 1

宿舎　解体・処分

工事
車両
出入
り口

名　　称 内　　　　容



7,350

6,
55
0

8,800

4,
00
0

7,
50

0

9,
00

0

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３４

A1　1/100

A3　1/100

A3　1/300
A1　1/ 50(参考)　仮設計画説明図

(参考)　山留め計画図

15
0

Ｎ

工事車両
出入り口

工事車両
出入り口

出入り口

水路

参考　仮設山留め計画図 参考　仮設計画　説明図

地下浄化槽１
1- 8

鋼矢板W400×l9,000　L=27,800

山止め　４周　自立式

鋼矢板W400×l9,000　L=25,600

山止め　４周　自立式

ボンベ庫1- 7

300φ×L12,000

K -①－4

万能鋼板張り　H=2,000

K -④ - 1

K -④- 2

K -③ - 1

K -①－３

K－③－２

K -②K -①－4

K
-
①

－
1

K -①－3

K－②

K -①－2

K -①－4

(※２　仮眠室完成後設置)

K
-
①

－
1

ローキャスターゲート
ローキャスターゲート

　仮設山留め計画図　S=1/100 

　仮設山留め計画図　S=1/100 

アスファルト舗装

アスファルト舗装

敷地

交通誘導員B

交通誘導員Ａ

通用口　
W900×H2,000

Ａ

Ｂ

仮眠室

交通課

庁舎

車庫

宿舎

署長宿舎

物
置

物
置

通用口　
W900×H2,000

仮眠室

庁舎

車庫

交通課

2,
27

0

2,
57

0

3,
57
0

電柱

▽GL ▽GL

1- 9
地下
浄化槽２

地下排水槽

1-10

1,
84

0

10
0 50
0

3,
60
0

4,390

▽GL

8,020

ア ～ ア 　仮設計画　山留め断面図　　S = 1 / 1 0 0　 イ ～ イ 　仮設計画　山留め断面図　　S = 1 / 1 0 0　

M558

M

電柱

雨

雨雨
汚

雨

1- 7
1- 9

1-10

MT

地下排水槽

地下
浄化槽２

ボンベ庫
1- 8

地下浄化槽１

Co

11,250

3,
94
0

･-745擁壁天端

･-270基礎天端

･-565

･-670

･-270基礎天端

･-415

･-1955

･-1890

･-375 ･-415

･-635

鋼矢板W400×l9,000　L=27,800
山止め　４周　自立式

山止め　４周　自立式

ア

ア

イ イ

イイ

鋼矢板W400×l9,000　L=25,600

6,740

４号線
歩道

　施工時の仮設計画　

４号線
歩道

　解体工事後の状況　

拾得物

Ｎ

Ｎ

ポンプ
室



-380

-200

見切り　歩車道境界ブロック(舗装面+20㎜高さ)

見切り　歩車道境界ブロック(舗装面+20㎜高さ)

水
路

-500

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

参考　仮囲い　

外灯

石

基礎解体後　埋戻し土　(購入良質土)・締固め

基礎解体後　埋戻し土　(購入良質土)・締固め
基礎解体後　埋戻し土　(購入良質土)・締固め

基礎解体後　埋戻し土　(購入良質土)・締固め

基
礎
解

体
後
　

埋
戻
し

土
　
(購

入
良
質
土
)
・

締
固
め

基
礎
解

体
後
　

埋
戻
し

土
　
(
購

入
良
質
土
)
・

締
固
め

基
礎
解
体
後
　
埋
戻
し
土
　
(購

入
良
質
土
)
・
締
固
め

署長宿舎　解体・処分

-380 解体後の地盤高さを示す。
KBM  No1 よりの高さを示す。　 

-380 解体後の埋め戻し高さを示す。
KBM  No1 よりの高さを示す。　 

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

意匠図 ＫＤ０－３５
A1　1/200

A3　1/200

解体後　敷地整地平面図

　解体後　敷地整地平面図　　S= 1 / 2 0 0  

･-150 ･-230 ･-280 ･-335 ･-380
･-410 ･-447 ･-510 ･-555

･-670

-570･

･-335 ･-480 ･-660 ･-782
･-920 ･-950 ･-1070 ･-1265

･-110

･10 ･-100 ･-80 ･-170 ･-143 ･-160 ･-200 ･-195 ･-220 -190･

･-20 ･-30 ･-40 ･-60 ･-110 ･-130 ･-145 ･-155 ･-165 -160･

-80･ ･-105 ･-50 ･-115 ･-130 ･-65 ･-95 -80･

･-95

･-60

･-60

･-50

･-285 ･-120

･-745擁壁天端
･-1955

･-1890

擁壁天端
･-775

･-1730

擁壁天端
･-845

･-1652

擁壁天端
･-885

･-1570

擁壁天端
･-835

･-1513

擁壁天端
･-805

･-1445

擁壁天端
･-775

･-1460･
･-1485

･-1353

･-270基礎天端
･-615

･-615

･-605

･-655

･-595

-650･

･-465

･-465

･-465

･-445･-435

･-415

･-415

･-425

･-465

擁壁天端
･-610･-995

擁壁天端
･-180

擁壁天端
･-155

擁壁天端
･-200

･-1040･-920
･-610 ･-710･-425

･-120 ･-355 ･-585 ･-500

･-395

･-665 ･-745
･-945 ･-1085 ･-1335

擁壁天端
･-635

･-445

･-465

･-430

･-525･-460

･-450

･-400

･-395

･-375

･-495

･-385

･-380

･-435

･-225

･-295･-255
･-130･-125

･-175

･-175･-180

･-155

･-50

･-50

･-40

･-75

･-55
･-65

･-255

･-145

･-575

･-245

･-1190

･-315

･-270基礎天端

-720擁壁天端

側溝

ＤＬ -0 (　KBM-No１)

3,
60
0

46
0

50
0

2,
57
0

1,
20

0 61
5

ＤＬ -0 (　KBM-No１)

41
5

38
0

40
0

-
0

Ｄ
Ｌ

(
　
K
B
M-
N
o１

)

380

380

450

1,250

380

650

615

270

(　KBM-No１)ＤＬ -0

Ｎ

R623M624

M626

M627

X702

M562

M634

19.97020.0005.359

15. 201

83.824

35.625

1
4
.
7
8
6

83.723

4
.

3
4
3

T3

T4

T5

T6

T7

T8

C

C

M

M

M

M M M
M

51-6

51-7

道

水

1
1
.
6
5

R

51-7

51-7

（紫波町道）

（紫波町道）

（紫波町道）

（水路）

▲

既存出入口 ▲

既存出入口

隣地

第一種住居地域
準工業地域

K B M . 2

水路

既存車庫

電柱

消火栓

マンホール

標識

電柱

汚

汚
標識電柱

街路灯

電柱

電柱

公設桝

K B M . 1

2-3.

カーポート

2-2. 交通課

2-12. フェンス

2-15. フェンス 2-1.

庁　舎

2-11. フェンス

非常電源盤

雨

2-8. 正門

引込柱 外灯

駐車スペース

量水器

ガソリントラップ

2-4.

カーポート

屋根

2-5.

地下タンク

2-6. 単管屋根、物置等

2-7. 

設備建屋

2-10. 

4号線門

雨

雨雨

雨

雨

汚 1-2

浄化P

1-5.

自転車

置場

1-4.

拾得物

倉庫

倉　

庫

1-7

1-6

1-3.

汚

N
O
.0

98.09
98.04

98.01

97.020

97.908

φ100

水路式300-300

98.312

汚水
汚水

H=97.103m

1-1

宿　舎

1-9
1-10

1/200

1
/
20
0

1
/
20
0

1/200

1/200

1
/
20
0

45
046
0

50
0

57
5

60
5

① ①

①

② ②

③ ③

④

④

　②　断面図　

　③　断面図　

　①　断面図　

　
④

　
断

面
図

　

1,
25
0

宿　舎
宿舎倉庫

浄化槽2
浄化槽１

排水槽

拾得物
倉庫

署長宿舎

宿
　
舎

署
長
宿
舎

凡例

-400

-200

-500

-460

-500

解体後整地高さ
KBM.1-380

解体後整地高さ
KBM.1－380

･-340

38
0

20
0



F 2´

　解体宿舎　基礎伏図　S= 1 / 1 0 0　

　解体宿舎　基礎詳細図　S= 1 / 1 0 0　

6,
80

0

１Fスラブ9φ　@200ダブル

F G 2 F G 3 F G 3 F G 3 F G 3

F G 3F G 3F G 3F G 3F G 3F G 2

F
G
1

F
G
1

F
G
1

f
1

f
1

f
1

f
1

f
1

f
1

f
1

f
1

F 2′

F 2´

F 2′

F 1 F 2 F 3F 3F 2

F 3
F 2′F 2′

F 1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

7,150 2,700 7,150 7,150 2,700 7,150

34,000

F 2

1,250 1,000 1,300 3,600

点検口

FG 3

受水槽位置　基礎は、GL-2560をベース底とする

階段図参照

スラブ配筋(ピッチ)

S0

F 2

6,
80

0

1
,
20
0

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０１宿舎　基礎詳細図

A1　1/100
A3　1/200
A1　1/30
A3　1/60

宿舎　基礎伏図

13φ13φ

9φ@250

9φ@250

40
0

75
0

75
0

40
0

2,
30
0

400 1,500 400

2,300

40
0

75
0

75
0

40
0

2,
30
0

40
0

1,
00
0

40
0

1,
80
0

400 1,500 400

2,300

400 1,000 1,000 400

2,800

400 500 500 500 500 400

2,800

15
05
0

70
0

30
0

20
0

1,
20
0

20
0

1,
20
0

15
05
0

70
0

30
0

20
0

20
0

1,
20
0

15
05
0

70
0

30
0
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杭引き抜き工事　　　一式  

(　10箇所　撤去　)

施工方法は下記の通りとする（参考）

①　バックホーにて杭頭まで掘削を行う

②　ケーシングを杭頭部にセットする

③　ケーシング先端より水を噴出させケーシングを

回転させながら杭先端まで削孔を行う

④　削孔完了後杭の沈下・回転等により、

フリクションカットの確認をする

⑤　ケーシングを引き上げる

⑥　削孔ケーシングを利用し玉掛けを行う

１～69

(　L=6,000　68箇所撤去　L=5,000　１箇所　)

杭引き抜き撤去　(ケーシング併用杭抜工法) ①～⑩　杭撤去(マルチドリル工法)

オールケーシングによる杭撤去を示す。

　

施工方法は下記の通りとする（参考）

⑦　埋め戻し

　混合攪拌した改良土とする

①　削孔位置に合わせて定規鉄板をセットする

②　本体機を据え付け、定規鉄板の穴に合わせて

　ケーシングをセットする

③　ケーシングを回転圧入する

⑦　玉掛をしたワイヤーで杭の引き抜きを行う

　埋め戻しは砂とセメント系固化材を

　配合量：50㎏/m3

　混合攪拌方法

　現場目標強度：150kN/㎡（N値12相当）

　混合攪拌を行う

　

⑧　埋め戻し

　混合攪拌した改良土とする

　埋め戻しは砂とセメント系固化材を

　配合量：50㎏/m 3

　混合攪拌方法

　ベッセル又は水槽等に所定の砂と固化材を投入し

　現場目標強度：150kN/㎡（N値12相当）

　混合攪拌を行う

　ベッセル又は水槽等に所定の砂と固化材を投入し

　室内目標強度：220kN/㎡(現場室内強度比0.7)　室内目標強度：220kN/㎡(現場室内強度比0.7)

⑥　③～⑤を杭の完全撤去まで繰り返し行う

　完了後ケーシングをジョイントし再度回転圧入を行う

⑤　ケーシング内部の削孔がケーシング先端部まで

④　ツールスを装着しケーシング内部の削孔を行い

　ケーシング内部の杭及び土砂を破砕・撤去する

　混合攪拌完了後供試体の採取を行う 　混合攪拌完了後供試体の採取を行う
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１～69 杭引き抜き撤去部分を示す。　(ワイヤ引っ掛け工法)
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　宿舎　杭撤去伏図　S= 1 / 1 0 0　
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　宿舎　変更基礎伏図　S= 1 / 1 0 0　

設計番号

区　 分
年 月 日

構造図
　杭撤去伏図

杭引き抜き特記

紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図

宿舎　変更基礎伏図
A3　1/200
A1　1/100

ＫＳ０－０２

①ＭＤ工法 ②ＭＤ工法

③④⑤⑥ＭＤ工法 ⑦⑧ＭＤ工法 ⑨⑩ＭＤ工法

①～⑩　ＭＤ工法 杭撤去　マルチドリル工法を示す。　

(　10箇所　撤去　)

(　L=6,000　68箇所撤去　L=5,000　１箇所　)
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０３　３階柱　Ｒ階梁伏図

宿舎　２階柱　３階梁伏図 A1　1/100
A3　1/200
A1　1/100
A3　1/200
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０４A1　1/100

A1　1/100

A3　1/200

A3　1/200
２・３階柱断面表

宿舎　１階柱断面表
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０５
宿舎　梁断面リスト A1　1/30

A3　1/60
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０６
宿舎　断面リスト A1　1/30

A3　1/60

　宿舎　断面リスト-２　S = 1 / 3 0　
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紫波警察署桜町宿舎解体ほか工事
図面番号区　 分 縮尺 図面内容

年 月 日

設計番号

特記

工事名

検   印担   当製   図

構造図 ＫＳ０－０７
宿舎　階段配筋詳細図 A1　1/30

A3　1/60

　宿舎　階段配筋詳細図　S= 1 / 3 0　
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